
叢論
灘鰐
叢
號 ・二 第 誉 田 十 篤
行.瞠 目 一 月 二 卑 一一・十 正 大

蛤
醐

…叢

最
低

生

活
費

免

税

論

・

植

民

政

策

是
非

・

・

小
作
制
と
小
作
法

…

経

済
道

と
纏
濟

術

・

・

海

運

に
於

け

る
競

争

と
猫

占

.

時

外
珊

我
邦
.消
費
税

の
艦

系
を
論
ず

・

説

弛

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
債

値

鼎

系

・

・

蕉

尾

張
藩

に
於

け

る
地
割

制

度

雑

録

.峨
鵜

磯
国

富
統
計
」
を
讀

み
て

・

渋
墨
博
士

攻
撃
博
士

注
學
博
士

注

翠

玉

法

華

士

注
學
博
士

文
學
博
士

農

學

士

法

學

士

小

川

郷

太

郎

原

勝

郎

河

田

嗣

郎

作

田

荘

一

小

島

昌

太

郎

耐

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

奥

田

或

汐

見

三

郎

、{
　～

旨
1L_____



鯉

藩

論
・
叢

第
十
四
巻

第
二
號

(通
巻
第
八
+
號
)

大
正
十

一
年

二
月
獲
行

訊
言雨

蓋

最

低

生

活

費

免

税

論

小
.
川

郷

太

郎

緒

言

最
低
生
活
費
を
冤
税
す

べ
き
か
否

か
に
就
て
は
學
者

に
依
て
見
る
所
を
異
に
し
て
み
る
が
、
蟹
隈

の
租
税
立
法

に
於
て
は
必
ず
之
を
解
決
し
て
か
」
ら
ね
ば
な
ら

諏
。
最
低
生
活
費
を
発
現
す

る
ご
せ
ば
、其
適
用
は
二
の
方
面
に

あ
ら
は
れ
て
来
る
。
其

一
ぽ
、
所
得
税
其
他
の
入
税
に
於
て
最
低
生
活
費

に
該
賞
す
る
所
得
を
菟
税
す
る
こ
ε
」

な
り
、其
二
は
最
低
生
活
費
を
形
く
る
べ
き
必
需
品

に
消
費
視
を
課
せ
な

い
こ
ε
』
な

っ
て
来

る
の
で
め
る
。
我
國

に
於
て
は
所
得
税
に
就
て
は
冤
視
黙
を
塵
す

る
ご」
こ
ろ
か
之
を
高
め
ん
ε
す
る
の
論
が
大
禮

に
支
配
し
て
み
る
。

最
低
生
活
費
を
形
く
る

べ
き
必
需
品
に
税
す

べ
き
か
否
か
に
就
て
は
、
矢
釜
し
く
論
議
す

る
も
の
が
少

い
様
で
あ

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

第
十
四
巻

〔第
二
號

二
五
ご

一

＼

■



論

澱

最
低
生
活
塑
免
税
論

、

第
十
四
巻

(第
二
號

二
五
二
)

二

.

る
。
併

し
乍

ら
消
費
税

制
度
を
整

理
せ
ん

ε
せ
ば
必
需
品
視

を
如

何

に
す

べ
き

か
ご
云

ふ
問

題
を
解
決

せ
ね
ば

な

ら

阻
。
此
問

題
を
解
決

せ

ん
ε
せ
ば

、
先

づ
最

低
生
活
費
を
発
現

す

べ
き

か
否

か
を
決

ぜ
ね
ば

な
ち

の
。
是
れ
余

が
藪

に
最
低
生
活
費
　免
除

に
就

て
研
究

せ

ん
`
す

る
所

以
で

あ
る
。

第

藺
項

最
低
生
活
費
免
税
の
意
義

、

一
、
最
低

生
活
費

こ

い
ふ
は
英
語

含

a
ヨ
二
日

o
州
讐
σ
切翼
9
8

濁
語

国
五
珠
9
N日
両三
日
`
ヨ

佛

語

a

a
ヨ
=
日

島
、

。
×
暮
露
∩。
伊
語

邑

忌
日
。
匹
.Φ
総

区
昌
Np
を
指
す

、
我

国

に
於

て
は

之
を
最

小
活
資

ご
呼

ぶ
者

が
あ
る
。

最
小
活
資

ご
.は
最
小

生
活
資

料

の
意
味

で
あ
ら
う

が
、
卒

然

ε
し
て
聞
け
ば
何
人
も
了
解

に
苦

む

で
あ
ら

う
、

故

に
余
は
之

を
探
ら
す

、
最

低
生
活
費

ε
名

け
て
置
く
。

う

い

う

ヘ

サ

も

ヤ

へ

も

セ

エ

や

し

ち

ヘ

へ

も

や

ヘ

ヘ

ロ

も

ゑ

カ

モ

も

モ

も

や

し

も

ぢ

あ

も

も

ゆ

で

マ

へ

う

最
低
生
活
費
ε
は
生
活
す

る
に
無
く
て
は
な
ら
諏
最
低
限
の
も
の
で
、
そ
れ
を
峡
け
ば
、
生
活
が
維
持
せ
ら

れ

モ

ヘ

へ

も

カ

ゐ

へ

も

へ

な

い
程

の
も

の
で
あ
る
、
故

に
生
活
必
要
費

ε
い

っ
て
も
可

い
。

所

で
生
活

を
維
持

せ

ん
ご
せ
ば
、
其
生
活

に
必

要
な

る
財
を
獲

得

せ
ね
ば
な
ら

ね
、
其
財

を
獲

得
す

る
に
は

、
之

が
爲
め

に
要
す

る
所

得
を
持

た
な

け
れ
ば
な
ら

、

、

、

、

、

曳

、

、

、

、

、

、

。

、

、

、

、

恥

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ぬ
。
故
に
最
低
生
活
費
は
其
之
を
耕
す

べ
き
所
得
の
限
度
を
意
味
す
る
こ
ε
に
な
る
。
此
最
低
生
活
費

に
充
當
せ

ら
る

べ
き
所
得
の
部
分
は
他

の
目
的
の
矯

め
に
自
由
に
之
を
庭
介
す

る
こ
巴
が
出
京
澱
、
謂
は
ゴ
拘
束
せ
ら
れ
て

む

む

む

の

む

み
る
様

の
も

の
で
あ
る
、
故

に
入
域

は
之
を
不
自
由

所
得
.
(
『
『
雪
亀
窪
$

国
5
パ
o
ヨ
ヨ
。
巳

ご
云
ふ
。
之

に
封

も
て
所
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む

得

の
中

か
ら

此
最
低

生
活
費

を
支
辨
す

べ
き
部
分
を

除

き
去

っ
て
後

に
残

る
部
分
を

自
由

所
得

(中
。一。
。。
国
一旨
言

昂

日
華
)

こ
い
ふ
。

此

の
如
く
述

べ
乗

れ
ば
、
最
低

生
活
費

の
意
義
鳳

明
瞭

で
あ
る
標

で
あ

る
が
、
併

し
生
活

ご

い
ふ
こ
ご
の
解
繹

如
何

に
依

っ
て
、
又
大

に
異

つ
〔
来
る
。
生
活

ε

い

へ
ば

、
普
通

に
は
生
理

的

に
人

の
生
活
す

る
こ
ε
を
意
味
す

る
の
で

あ
る
が
、
又
文
化

的

に
人
の
生
活
す

る
を
意

味
す

る

こ
ε
が
あ

る
。

最
低

生
活
費

も
此
生

活

の
意
義
如
何

に
依

っ
て
、
廣

く
も

な
り
狭
く
も

な
る

の
で
あ

る
。

第

一
の
見

地

に
立

っ
て
之
を
考
察
す

れ
ば

、
最
低

生
活

費

は
人

の
生
理
的

生
活

を
維
持
す

る
費

用
だ

け
を

僻
す

の

る
程
度

の
も
の
ご
な
る
。
所
で
人
が
生
理
的

に
生
き
て
み
る
矯
め
に
は
、

一
定
の
熱
量
を
得

る
こ
ε
が
必
要
で
あ

る
。
從
て
其
⑳

一
定
の
熱
量
を
生
す

べ
き
食
料
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ご
同
様

に
叉
被
服
、
燃
料
、
住
居
等

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
鎗
、學
音
域
は
此
生
理
的
生
活
費
を
僻
す

べ
き
最
低
限
に
線
を
劃
し

て
之
を
貧
乏
線

ε
い
ふ
、

の

此
線
の
県
主
に
立

つ
者
#

に
此
線
以
下
に
あ
る
者

は
貧
乏
人
で
あ
る
。
藪
に
謂

ふ
生
理
的
最
低
生
活
費
は
此
貧
乏

線

に
該
當
す

る
こ
ご
㌧
な

る
。

第
二
の
見
地

に
立

っ
て
之
を
考
察
す
れ
ば
、
最
低
生
活
費
は
人
民
が
其
時
代
其
祉
會
の
文
化
標
準
に
從
ひ
人
間

ら
し
い
生
活
を
踏
む
に
無
く
て
は
な
ら

阻
費
用
ご
な

っ
て
摩
る
。
此
意
義
に
於
け
る
最
低
生
活
費
中
に
は
生
理
的

生
活
費
を
含
む
こ
ε
は
勿
論
で
あ
る
が
、
箕
郷
に
伐
其
時
代
其
肚
會
の
多
数
の
人
の
生
活
の
慣
習
に
從
ひ
必
ず
無

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

第
+
四
巻

(第
二
號

二
五
三
)

三
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論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

第
十
四
巻

(第
二
槻

二
五
四
)

四

く
て
は
な
ら
ぬ
ε
す

る
も
の
を
包
括
す

る
の
で
あ
る
。
其
時
代
其
肚
會

の
多
藪
の
人
の
生
活
慣
習

ε
い
ふ
も
必
ず

し
も
中
流
以
上
の
生
活
慣
習
を
指
す
の
で
な
い
、
其
時
代
の
生
活
標
準
は
下
層
肚
會
に
迄
も
徹
し
て
み
る
も
の
が

あ
る
。
例

へ
ば
我
内
地
人
ε
北
海
道
の
憂
乃
ε
は
生
活
標
準
を
異
に
し
て
み
る
、
即
ち
我
内
地
人
の
生
活
標
準
は

愛
乃
の
生
活
標
準
よ
り
も
高

い
。
故
に
愛
乃

の
生
活
標
準
を
以
て
我
内
地
人
の
最
低
生
活
費
を
定
む
る
一し
せ
ば
、

そ
の
額
だ
け
で
は
内
地
人
は
我
国
今
日
の
文
化
の
程
度
に
於
け
る
生
活
を
維
持
す
る
こ
ど
が
出
來
漁
。
国
家
が
若

し
各
人
を
駆
b
て
今
日
の
文
化

の
程
度
に
於
け
る
生
活
を
維
持
す

る
こ
`
が
曲
乗
な

い
境
遇

に
陥
れ
し
む
る
ご
せ

ぱ
、
そ
は
文
化

に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
り
、
文
化
政
策
の
許
さ
漁
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
代
に
於
て
最
低
生
活
費

を
定
め
ん
ε
せ
ば
、
生
理
的
自
然
的
必
要
生
活
費

に
依
る
べ
き
で
な
く
、
文
化
的
生
活
必
要
費
に
依
る

べ
き
で
あ

の
る
。
此
の
如
く
最
低
生
活
費
は
生
活
費
の
解
繹
如
何
に
依

っ
て
二
.の
意
義
を
有
す
る
、
第

一
の
見
地
に
依
る
も
の

を
挾
義

の
最
低
生
活
嬰
ε

い
ひ
、
第
二
の
見
地
に
依
る
も
の
を
廣
義
の
最
低
生
活
費

ε
名
け
て
置
く
。

最
低
生
活
費
は
以
上
述

ぶ
る
が
如
く
贋
狭
二
義
な
る
が
、
其
何
れ
に
從
ふ
ε
し
て
も
、
所
得
の
額
に
關
係
す
る

も
の
で
め
る
、
其
所
得
が
如
何
な

る
源
よ
b
出
て
来
た
も

の
で
あ
る
か
を
問
は
な

い
。
所
が
從
夾
撃
者

の
中
に
は

最
低
生
活
費
ε
い
へ
ば
勢
賃
若
く
は
其
他
の
動
勢
所
得
に
就
て
云
ふ
も
の
で
あ
る
ε
考

へ
た
も
の
も
あ

っ
た
、
併

し
乍
ら
財
産
所
得
で
あ

っ
て
も
螢
業
所
得
で
あ

っ
て
も
、
筍
く
も
生
活
す
る
に
無
く
て
は
な
ら
ぬ
最
低
限
度
の
所

得
を
有
す
る
に
止
ま
る
ε
き
は
、
之
を
最
低
生
活
費
ε
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
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次

に
最
低

生
活
費

は
如

何

に
之
を
決
定
す

る
か

ε

い
ふ
問
題
が
起

っ
て
来

る
が
、

そ
の
解
決

は
伸

々
容
易

で
な

い
、
蓋

し
各
人

は
個

々
別

々
の
事
情
を

有
す

る
か
ら

、
所

謂
最
低

生
活
費

は
人

に
依

っ
て
異

っ
て
來
ね
ば
な
ら

ぬ

か
ら
で

あ

る
。
併

し
乍
ら
租
税

立
法

に
於

て
最
低
生
活
費

を
取
扱

ふ
に
當
り

て
は
、
各
人

の
個
別
的
事
情
を
斟
酌

す

る
こ
ご
が
出
家

強
、
卒

均
人
を
標
準

こ
し

て
、
李

均

的
所
得
額

を
以
て
最
低
生
活
費

ご
定

め
ね
ば
な
ぢ

ぬ
。

次
に
最
低
生
活
費

は
納

税
者
の

み
に
係

る
か
、
其

家
族

に
も
係

る
か
ε

い
ふ
問
題

が
あ

る
が
、
租

税
立
法

に
於

て
最
低

生
活

費

ご
定
む

べ
き
は
、
家
族

の
生
活
費

を

も
包
括

し
た
も

の
で
な

け
れ
ば

な
ら

諏
。
蓋

し
納

税
者

は
個

人
経
済

の
主

燈

で
あ
る
が
其
個
人
経
済

の
主
髄

は
同
時

に
家
族

の
長
で
あ

る
こ
ε
を
常

ε
し
、
其

家
族
を
扶
養
す

る
義
務

を
有
す

る
か
ら

で
あ

る
。
併

し
家
族

の
激

は
各

人

に
依

っ
て
異

る
も

の
で
あ

る
。
各

人

の
實

際

に
有
す

る

家
族

の
撒

に
依

っ
て
、
其

最
低

生
活
愛
を
定

め
ん
ε
す

れ
ば

、
そ
は
無
限

に
多
く
な
り

て
殆

ん
ご
規
律
す

る
こ

蓬

が
出
家

ま

い
、
そ

れ
が
故

に
尋

均
的
家
族

に
就

い
て
其
費

用
を
割

b
出

さ
ね
ば
な
ら

煎
。
例

へ
ば

我
國

に
於

て

い

.

へ
ば
各

家

は
凡
そ
五

入
乃

至
六

人

よ
り
成

る

ε
し
て
其

最
低
生
活

費
を
定
む

べ
き
で
あ
右
。

二
、
最

低
生
活
費
免

税

(α
…①
Q。
富
⊂。
轟
。
5
象

亀
。の
国
×
翼
Φ
自
己
ぎ
ぎ
・
日
切渥
び
Φ

①
×
①
臥
旨

。
昌
。
=

評

言
ぎ
【ヨ
・
β

敦

。。口
σ
ω剛の譜
コ∩
①
=
、Φ
×
①B
℃
凱
o
昌
馬
二
⇒

日
向旺
巳
二日

匹
.①
酋
のけo昌
oo
曜
雷
撃
N凶oコ
Φ
匙
色

巨
巳
ヨ
o

匹
、o券
冨
昌
鑓
)

ε
は
以

上
述

べ
た

る
が
如

き
意
義

を
有
す

る
最

低
生
活
費

に
劃

し

て
租
視

を
課

せ
な

い
ε

い
ふ
こ

ε
で
め

る
、
暴
れ

が
藪

に
論

せ

ん
巴
す

る
問
題

で
あ

る
。

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

策
+
四
巻

(第
二
號

二
五
五
)

五

・
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論

叢

最
低
生
活
費
免
脱
論

策
+
四
巻

(第
二
號

二
五
六
)

六

最

低
生
活

費
冤
視

に
關

し
て

は
學
者
我

は
濁

り
所

得
税

に
就

て
起

る
問
題

で
あ
る

か
の
如

く
解
す

る
者
も
め

る

が
、
そ

れ
は

さ
う
で
無

い
。
消
費
税
制

度

に
も
關
保

す

る
問
題

で
み

る
。
そ
は
緒

言

に
於

て
述

べ
た
通
り
で

あ
る
。

故

に
余

は
廣

く

一
般

に
税
制

に
亘

る
問

題

ざ
し
て
之

を
論

じ
た

い
ε
.思

ふ
。

　

　

　

最
低
生
活
費
免
税
は
之
を
比
例
税
ε
結

び
付
け
累
逞
椀
ε
し
で
論
ず

る
こ
ε
が
あ
.る
。
蓋
し
最
低
生
活
費
を
除

き
其
残
額

に
比
例
税
を
課
す
る
ご
き
、
之
を
全
膿

の
所
得
よ
り
見
れ
ば
、
小
所
得
が
大
所
得
よ
り
も
低

い
視
牽
を

適
用
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
腸
す

る
か
ら
で
あ
る
。
余
も
亦
前
號
に
於
て
累
進
税
を
論
ず
る
に
際

し
此
累
退
視

に
論
及

し
だ
。
庭
が
最
低
生
活
費
免
税

の
問
題
は
比
例
椀
ε
結
び
付
く
詐
り
で
な
く
、
累
進
税
`
結
び
付
く
こ
ε
が
あ
る
、

何
れ
に
せ
よ
最
低
生
活
畏
を
発
現
す
る
か
否
か
ご
い
ふ
議
論
に
閲
す

る
も
の
臓
音
取
て
弦

に
論
せ
ん
ε
す
る
の
で

あ
る
。

第
=
項

最
低
生
活
費
免
税
に
關
す
る
學
説
の
溌
達

最
低
生
活
費
免
税

に
關
し
て
は
永
い
聞
學
者
論
争

の
好
題
目
ε
な
っ
て
み
る
、
之
を
雁
皮
的
に
考
察
す
れ
ば
三

の
時
期
を
書
す

る
こ
ε
が
出
來
る
。
其
第

一
期
は
租
税
の
根
擦
に
關
す

る
交
換
説
よ
り
出
で
》
.最
低
生
活
費
免
税

に
關
す

る
議
論
を
な
し
た
る
時
代
で
あ
り
、
其
第
二
期
は
交
換
説
か
ら
義
務
税
に
移
ら
ん
ε
す
る
過
渡
的
時
代
で

め
つ
て
、
最
低
生
活
費
免
税
論
は
終
に
進
ん
で
地
位
相
悉

の
生
活
費
迄
を
も
冤
税
す

べ
き
で
あ
る
ご
論
じ
π
時
代

7>
8)

9)

FむLdes,a.a.o.S,30∂
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で
あ
り
。
第
三
期
は
義
務
説
姥
力
説
よ
り
出
で
N
最
低
生
活
費
菟
挽
に
關
す

る
議
論
を
な
し
た
時
代
で
あ
る
。

　

　

　

第

「
期

に
於
て

は
、
最
低

生
活

費
を
免

税
す

べ
き

で
あ

る
ε

い
ふ
説

ε
最
低
生
活
費

に
課

税
す

べ
き
で
あ
る

ε

い
ふ
説

ご
が
相
前

後
し

て
行

は
れ
た
。

　の

り

　

り

　

　

　

の

最
低
生
活
費
課
税
論
が
行
は
れ
た
所
以
を
考
ふ
る
に
、
そ
れ
は
偶
然
で
な
い
。

一
髄
最
低
生
活
費
を
冤
祝
す

る

ご
い
ふ
こ
ぜ
は
下
級
耐
會
に
黝
し
普
遍
原
則
の
除
外
例
を
設
く
る
こ
ご
に
な
る
、
所
が
之
を
歴
史
的
に
見

れ
ば
、

其
昔
に
あ
り
て
は
、
貴
族
其
他

の
上
流
肚
會
の
人
が
、
租
税
の
義
務
を
負
は
な
か
っ
た
の
で
め
る
。
之
を
合
目

の

普
遍
原
則
が
ら
見
れ
ば
、
貴
族
其
他

の
上
流
肚
會
が
其
例
外
を
な
し
て
居

っ
た
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に
起

つ
だ

自
由
説
法
律
国
家
説
は
此
免
税
の
特
権
を
打
破
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
其
理
論

ご
し
て
は
、
各
人
は
法
の
前

に

雫
等
で
あ
り
、
均
し
く
権
利
を
有

し
て
み
る
か
ら
、
叉
國
家

に
封
し
て
均
し
く
義
務
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ε
い
ふ

の
で
あ
っ
た
。
此
く
し
て
普
遍
原
則
が
高
唱
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

所
で
此
原
則
は
者
人
が
皆
租
税
義
務
を
負
は

ね
ば
な
ら

撮
ざ
す

る
の
で
あ
る
か
ら
,
貴
族
を
免
税
せ
ざ
る
ご
同
様
に
下
級
血
會
を
も
菟
税

せ
な
い
こ
ご
に
せ
ね

ば
な
ら
阻
。
此
説
は
佛
革
命
の
當
時
に
於
て
最
高
潮

に
達
し
、
終

に
其
憲
法
に
も
明
記
せ
ら
れ
た
程
で
あ
る
。

ロ

コ

　

　

の

　

ベ
ス
ピ
ー

ル
は
此
説

の
代
表
者

で
め

っ
た
。
余

は
此

説

を
普
遍
義

務
説
ε
名
け

て
置

く
σ

の

(註

)

ロ

ペ
ス

ビ
ー

ル
に
宜
(初

め
最

低

生
活

費

免
税

説
な

唱
　
へ
て

ゐ
函ト
が

、
後

之

為
改

め
て
此

並
昌
迦
義

務

読

海
鳴

ふ
る

に
至

つ
れ
。1

●

●

●

.

●

●

o

●

m

次

に
此
議
論

ε
前

後

し
て
最
低

生
活
費

発
現
論

が
段

々
行

は

る
》
様

に
な

っ
た
、
學
音
域

は

べ
ソ
タ

ム
を

以
て

論

叢

最
低
生
活
感
免
税
論

,

第
十
四
巻

(第
二
號

二
五
七
)

士

10)Seligman.Pro;.ressiveTax乱tioninTLeoryandPractice,zed.p.184一.五85
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、

'

論

叢

最
低
生
活
費
免
溌
論

.

第
†
四
巻

(第
二
號

二
五
八
)

八

切

首

唱

者

ε
す

る

も

の

が

あ

る

け

れ

こ

も

、

ベ

ソ

タ

ム

に

先

っ

て

之

を

唱

へ

た

も

の

少

く

な

い

。

佛

人

フ

オ

ル

ボ

ソ

子

1

、

猫

人

ユ

ス

手

-

、

懊

人

ゾ

ン

子

ン

フ

エ

川

ス

、

英

人

ぜ

ー

ム

ス

・

ス

チ

ュ

ア

ー

ト

、

伊

人

ペ

リ

ー

の

如

き

拗
は
、
最
も
そ
の
著
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
是
等

の
聾
者
は
既

に
十
八
世
紀
の
牢
過
ぎ
に
至
り
、
殆

ん
ご
時
を
伺
う

し
て
、
最
低
生
活
費
に
は
租
税
を
課
し
て
は
な
ら

の
ε
説

い
て
居

っ
た
。
是
等
の
學
者
は
此
説
の
開
拓
者
で
あ
る
が

其
議
論
は
幼
稚
な
る
を
冤
れ
な
か
っ
π
。
経
済
學
理
の
上
よ
り
正
々
堂
々
の
陣
を
張

っ
て
来
た
の
は
、
寧

ろ
正
続

學
涙
の
勃
興
後
で
あ
る
。
即
ち
正
統
學
派
の
　阻
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
は
重
農
學
振

の
誘
よ
り
出
て
更

に

一
歩

を
進

め

て
所
謂
純
所
得
課
税
を
唱

へ
た
。
純
所
得
課
税
論
ε
は
純
所
得
に
課
税
す
.べ
き
で
あ
る
酋
誘
く
も
の
で
あ
る
。
其

論
の
腸
着
す

る
所
は
螢
働
者

の
最
低
生
活
費
に
税
し
て
は
な
ら
諏
ε
い
ふ
こ
ε
に
な
る
。
此
読
は
其
後
り
ヵ
ー
ド

ー
の
敷
衍
す
る
所

ビ
な
り
、
大
に
英
国
に
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
す
、
又
終

に
欧
洲
大
陸

に
も
傳
拙
し
た
。

濁
逸

の
學
者
の
中
に
も
此
思
想
を
襲
ひ
、
勢
賃
の
中
よ
b
勢
働
者

の
生
活
費
を
除

い
π
る
残
額

に
課
税
す

べ
し
ε

論
†
る
者
少
く
な
か
っ
だ
。
十
九
世
前
半
に
於
け
る
財
政
學
者

で
、
経
済
自
由
主
義
を
奉
じ
た
者
は
皆
さ
う
で
あ

鋤
.

●

●

・

●

●

つ

だ

。

ベ

ー

ル

、

ヤ

コ
ブ

、

ロ

ツ

ツ
、

フ

ル
ダ

、
マ

ル

ヒ

ウ

ム
、
ム

ル

ハ

ル

ド

の

如

し

。

余

は

此

説

を

純

所

得

課

税

り説
ご
名
け
て
置
く
。
其
の
後
凋
學
者
は
此
思
想
に
立
脚
し
更

に

一
歩
を
進

め
た
、
藪
に
第
二
期
が
生
れ
て
来
る
。

　

　

の

第
二
期

に
於
て
は
、
純
所
得
課
税
の
考
を
二
の
方
面
に
披
暖
し
控
、
即
ち

一
方
に
於
て
は
、
勢
賃
を
廣
義
に
解

し
総
て
動
勢
所
得
に
就

て
之
を
慮
用
し
、
他
方
に
於
て
は
最
低
生
活
費
を
振
躾
し
て
地
位
相
慮
の
生
活
費
に
迄
之

12)
13)

Seligman,op.c重 ヒ,
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鞠
　

　

　

　

　

を
慮
用
す

る

に
至

っ
た
。

ピ
ア

サ

ッ
ク
、

ラ
ウ
は
其

代
表
者

`
す

胤
こ
ε
が
出
來

る
。
余

は
此
説

を
地

位
的
生
活

ロ

リ

費
説

ε
名

け
て
置

く
。

　

　

　

第
三
期

に
於

て
は
、
義

務
説

若
く
は
能
力
説

に
立

脚

し

て
最
低
生
活
費
免
税

に
關
す

る
議
論

を
な
す

に
至

っ
た

が
。
此
待
期

は
更

に
三

の
小
時

期

に
分
ち
、

上
期

、
中

期

、
下
期

ご
す

る
こ
ε
が
出
來

る
。

o

●

、

●

●

■

L⊥
期

に
於

て
は
、
學
者
は
均
等
儲
皿性
説
に
依

っ
て
最
低
生
活
費
免
税
を
説
い
た
。
故
に
此
時
代
の
學
読
を
均
等
皿織

.

。
.

瑚

牲

説

ε
名
け

て
置

(
っ
其

創

め
て
之
を
主
張

し
た
る
者

は

ジ

ョ
ツ
・
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
で
あ

る
が
、
真
説

は
難

/

て
価御
逸

に
入
り
、
十

九
世
紀
山†
前
後

に
於
け

る
所
謂

藩
財
政

學
涙

の
説

`
な

つ
だ
、
.ウ

ム
プ

フ
ェ
ソ

バ
ッ

ハ
、
プ

フ
ァ

イ

フ
ェ

ル
、

ベ

ル
ギ

ウ

ス
、

ア
イ

ぜ
ソ

沿
ル
ト

の
如

き
は
其
代
表
者

で
あ

る
。
而

し
て
是
等

の
畢

者
は
最
低

生
活
費
を
免

税
す

る
ざ
同
時

に
其
残

額

に
竃
比

例
税

を
課
す

べ
き
こ
ε
を
説

い
た
。
故

に
是
等

の
學
者

の
説

は
之

●

.

・

●

の

を
累
逞
視
誘
ご
名
け
て
可

い
。

む

　

中
期

に
於

て
は
、
聾
者

は
最

低
生
活

費
を
菟

枕
し

て
は
な
ら

躍
こ
ご
を
説

い
た
。

一
八
⊥
ハ
○
年
代
以
後

に
於
て

凋
逸

の
學
界

に
盛

に
行
は

れ
た
、
累

退
椀
説

ε
殆

ε

賠
代
を
向

う
す

る
も

の
あ
れ
こ

も
、
大
艦

に
於

て
ば
、
其
後

ε
見

て
可

い
。
此
読
.の
首

唱
者

は

シ
ユ
モ
ッ

レ
ル
で

あ
る

が
、

ヘ
ル
ド
、
ナ

ツ
セ
、

ラ
ス

パ
イ

レ
ス
角
ワ
ル

ケ

ル
、

踊

コ
ー
ン
等
が
之
に
和
し
た
の
で
め
る
。
是
等

の
學
者
は
倫
理
的
見
地
よ
り
最
低
生
活
費
免
税
の
非
を
唱

へ
た
の
で

の

　

コ

　

　

　

あ

る
.か
ら
之

を
倫

理
的
反

勤
説

亡
若

け

て
可

い
、
尤

も
此
中

に
は
筒
交
換
誘

を
信

じ

て
み
る
者

も
あ

る
け

れ
こ
も

脱

酸

最
低
生
活
鋭
免
醗
論

策
+
四
巻

(第
二
號

二
五
九
)

九
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ロ

談

叢

最
低
生
活
肇
免
税
論

策
+
四
巻

(第
二
號

一二
八
Q
V

]
O

(
ナ
ヅ

セ
、

ラ
ス
パ
イ

レ

ス
の
如

し

)そ

れ
で
も

、
前

の
交

換
説

に
基
・い
て
最

低
生
活
費
免

税
の
非

を
論
ず

る
者

ご

異

っ
π
見
地

に
立
て
る

る
。

り

　

下
期

に
於
て
は
學
音
叉
最
低
生
活
費
免
税
を
説
く
に
至
っ
た
、
最
近
の
財
政
學
者
殊

に
凋
逸
の
新
財
政
學
派
の

學
者

の
主
張
す
る
所
で
め
る
。
其
議
論
の
根
擦
ε
し
て
は
均
等
犠
牲
説

に
依
る
者
も
あ
る
が
、
多
く
は
橡
視
力
を

　

コ

の

　

宿

せ
濾
ε

い
ふ
理
論

に
依

っ
て
み
る
、
故

に
此
時
代

の
畢

説
を
無

措
力
説

ε
名
け
て
畳
く
。
此

説
は
均
等
犠

牲
説

ご
多

少
説

明
の
仕

方
を
異

に
し
て
み

る
け
れ

ご
も

、
其

根
本

の
精
帥

に
至
て
は
異

る
所

が
無

い
。
併

し
最
近

の
學

者

は
多

く
最

低
生
活
費
毘
視
を
説

く

ご
同
時

に
累
進

税
を
も
説
く

の
で
め

る
、
蓋

し
累
進

税

の
論
理

ご
最
低
生
活

、費
冤
視

の
論

理

ご
は
左
程
相
異

っ
て

み
な

い
こ
す

る

の
で
あ

る
、
比
熱

は
前

の
黒

眼
視
論
者

よ
り
も

一
歩
を
進

む

る
研
…で
あ

る
9
此
期
…の
里
山着
の
士
⊥な

る
も

の
は
、

シ

ュ
ミ
ッ
ト
、

ロ
ベ
ル
ト

・

マ
イ

ェ
ル
「

シ

ェ
ー
フ

レ
ー
、

コ

ソ
ラ
.ー

ド
、

エ
ー

へ
一、
ル
グ
、
ボ

ル
グ

ト
、

シ
ャ

ン

ツ
、

ロ
ツ
ツ
、

フ

エ
ル
デ

ス
、

グ
ラ
チ
ア

ニ
ー
等

で
あ
る
,

次

に
最
近

の
學
者

の
中

に
あ
り

て
は
、
肚

會
政
策

の
見
地

よ
b

最
低
生
活
費

を
冤
'視

せ
ね
ば
な
ら

頗

こ
ご
を
論

・

・

●

鄭

●

す

る
も

の
が
出
家

た
、
此

の
如

き
説
を
肚
會

政
策

説

ご
名

け
る
、
其

之

を
主
張
す

る
學
者

の
主
な

る
も

の
は

ワ
グ

ノ

の

子

ル

、

ヘ

ッ

ケ

ル

、

チ

ス

ヵ

等

で

あ

る

。

　

　

　

均
等
犠
牲
説
も
無
推
挽
力
説
も
肚
曾
政
策
説
ゼ
、
等
し
(
正
義

の
観
念
に
擦

っ
て
み
る
か
ら
、
之
を
正
義
説
巴

名
け
て
も
可

い
、
所
で
正
義

の
観
念
は
倫
理
鶴
に
外

な
ら
狙
か
ら
、
倫
理
説
ε
じ
っ
て
も
差
支
な
い
。
學
者
の
中

17.)
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に
は
倫
理
的
見
地

に
依

る
説
で
あ
る
ε
説
く
も
の
が
み
る
。

以
上
述

ぶ
る
所

に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
最
低
生
活
費
免
税
に
關
し
て
は
、
之
を
是
認
す

る
説
ε
非
記
す

る
説

`
が
、
交
互
錯
雑

し
て
獲
達
し
て
来
て
み
る
の
で
あ
る
。
大
鎧
か
ら

い
へ
ば
其
是
認
説
ε
し
て
は
、
純
所
得
課
税

読
よ
り
地
位
的
生
活
費
説
に
進
み
更

に
正
義
説
に
進
ん
だ
も
の
ε
見
る
こ
ε
が
出
來
る
。
そ
こ
で
余

は
進

ん
で
最

低
生
活
費
発
現

の
根
擦
ε
し
て
是
等
の
諸
説
を
吟
味
し
て
後
.
卑
見
を
開
陳
し
ゃ
う
ε
思
ふ
。
最
低
生
活
費
免
税

非
認
誘
に
至

っ
て
は
次
號

に
於
て
批
評
す

る
こ
`
＼
す

る
。

第

四二
項

最

低

生

活

費

免

税

の
根

擦

學
説

の
獲
達

し
た
順
序
に
從
ひ
、
純
所
得
課
税
誘
、地
位
的
生
活
費
説
、
正
義
読
を
順
次
調

べ
て
見
や
う
。

第

一
、

緯

所

得

課

税

説

純
所
得
課
税
説
は
純
所
得

に
課
税
す

べ
し
ε
説
く
の
で
あ

る
が
、
其
純
所
得

ε
は
勢
賃
を
除

い
た
る
残
額
を
意

　

　

　

　

　

味
す

る
の

で
あ

る
、
故

に
此

説
は
自
ら
嬰
賃

を
免

税
す

る
ご

い
ふ
こ
ε
に
締
す

る
、
從

て
勢
賃
免
税
説

ε
省
け

て

も

可

い
。

此
説
は
正
統

學
派

の
首
唱

し
セ
説

で
あ

っ
て
、

其
経
済
論

か
ら
來

て
る
る
Q
併

し
其

説

の
由

っ
て
来

っ
た
所
を

見

る

ε
、
璽
農

學
派

の
純

生
産

課
税
論

に
溯

る
の
で
あ

る
、
そ

こ
で
余

は
正
統

學
涙

の
純
所

得
裸
視
説

を
明

に
す

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

策
十
四
巻

{第
二
號

二
六

;

一
一

19)

萎鴇

ミ:hm7R}dta.a.O.d,194.C。翻 「74Robea.a.O.「1豊豊郷'謹 課 鴨 ヂ弔譲 撒
O.S.23Schanz.a.a.0.S.LI3ア ー8.Lotz・F=W.S・259.Fbldes・F=W・S・299π ・

Graziani,IstituzionedellaScienzadelleFinanze.pag.3[4-316

Wagner.F=W.S.405Heckel,F逼 、V・1,S・337・Tyszka・a・0・S・ アL

Schrnidt,a.a.O.S.57丘.



'

論

叢

最
低
生
活
費
.免
脱
論

策
十
四
巻

(第
二
號

二
六
二
)

=
「

る
矯

め
に
ヤ
重
農
學
振

の
説
を

一
瞥

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　

　

　

り

重
農
學
派

の
読

は
純

生
産

需
『翁
舜

器
G

に
課

税
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
ε

い
ふ
の
で
あ

る
が
、
其
理
由

は
左

の
如

く

で
あ

る
。

純
生
産
直

垂

産
総

額
よ
7一
生
産
に
必
要
な
轟

難

引
雲

つ
氣

隙
で
め
ろ
.
砦

如
・・謬

に
農
業
の
み
に
存
芝

。
.農
業
の
生
産

障
必
要
な

る
郷
費
は
自
ら
二
に
分
れ
る
、
其

一
は
初
期
の
立
替

(撃

監

8
国
領
ゴ

葺
く
o
」・)
で
器
具

や
土
地
の
開
墾
其
他

に
要
す
ろ
資
本
よ
り
成
71

立

つ
も
の
で
あ
り
・
其

二
は
年

々
の
立
替
(9
く
雪
8
頓
四
ロ
コ
=
o
=
驕
)
で
勢
賃
み
支
排
ふ
爲

め
に
双
は
初
期
の
放
資

々
維
持
す

る
爲

に
必
要
な

ろ
資
木

よ
り
成
り
立

つ
も
の
で
め
ろ
。
故
に
純

生
産
こ
に
農
藥

の
敢
獲
総
額

(呂
℃
ユ
』・
o偵
ロ
o
げ

∩
⊆
[⊆
話
)
よ
り
是
等
立
替

の
利
子
々
差
馴
者
た
る
剰
餓

こ

な
る
の
で
あ
る
。

此

の
如
き
純
生
産
に
工
業

や
商
業
に
に
存
ゼ
殿
・
工
業

や
商
業

は
不
生
産
的

の
も
の
で
め
う
か
ら
で
あ
ろ
。
故

に
租
税
は
此
土
地
の
純
生
産

に
課

ゼ
れ

ば
な
ら
沿
。

是

に

依

て

之

を

観

れ

ば

、

重

農

學

振

の

誘

は

二

の

考

に

蹄

着

す

る

、

其

一
は

土

地

の

み

が

純

生

産

を

な

す

己

云

ふ

考
で
あ
り
・
畳
三

は
資
本
利
子
や
勢
賃
は
土
地
生
産

の
経
費
を
鶏
す
も
の
で
、
土
地
の
生
産

よ
b
差
引

か
れ
て
初

つ

ゆ

ガ

を

ロ

ぬ

ぬ

カ

し

ヒ

モ

ヵ

リ

ヨ

る

も

ヵ

て
純
生
産

ご
な

る

ε
云

ふ
考

で
あ
る
。
そ

こ
で
此

説

は
利
子

勢
賃
免

税
説

ε
な
る
の
で
あ

る
。

り

り

り

の

コ

正
統
學
派
は
重
農
學
派

の
第

一
の
読
を
改

め
花

が
、
第

二

の
説

の
中

で
勢
賃

が
生
産
曲賀
を
形
く

る
も

の
で
あ

る

ご

い
ふ
考
を
襲

ひ
、
勢
賃

を
差
引

い
た
る
後
の
純
所

得

に
課

税
せ
ね
ば
な
ら

訟
ε

い
ふ

こ
己
を
誘
く

に
至

っ
た
.

今
少
し
く

ア
ダ
ム

・
ス
ミ

ス
、
リ

カ
ー
ド

ー
の
説

に
之

を
徴

し
て
見

セ

い
。

η

ア
ダ

ム
三

ミ
ス
㌦

租
税
瞬

得

昆

例
し
て
之
課

す

べ
き
こ
妥

説

い
た
・
画
し
て
其
所
得
は
地
代

(

22)AdamSmith,Wea】thofNationsBKV.Chapll、part2.

■
.



.

「

,

(「2
こ

勢
賃

〔≦
p
σq
。
ψ)
利
潤

(
℃
「臨
¢

よ
り
成

り
立

つ
も

の
で
あ

る
こ
し
、
租

税
は
是
等

の
地

代
勢

賃
利
潤

に
課

せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る
ε
し
た

の
で
あ

る
、
所

が

ア

ダ
ム

・
ス
ミ
ス
は
叉
同
時

に
勢
賃

に
課
す

る
視
を
以

て
負

捲

し
切

れ
な

い
も

の

嬉
し
把

、
共
議

に
依

れ
ば
勢

賃
は
勢
働

の
需
要

ε
食

物

の
李
均
債
格

に
依

て
定
ま

る
も
の
で

あ

る
、
故

に
勢
鋤

の
需

要

ε
食
物

の
平
均

慣
格

の
攣
せ
ざ

る
限
り

、
勢
賃

を
負
塘
す

る
鯨
諮

が
な

い
ε
云

ふ
の
で

ヘ

ヘ

へ

お

ミ

も

カ

あ

ゆ

ヘ

マ

　

　

ち

マ

リ

マ

も

あ

る
、
是

に
於

て

ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
議

論
を
煎

じ
詰

め
る

ご
、
勢
働
者

の
生
存

に
必

要
な

る
経
費
を
除

い
て
其

ぬ

も

へ

ぬ

り

り

し

コ

も

ぬ

り

ャ

ら

キ

マ

ヵ

らコ

も

残
額

に
税
す

べ
き

で
あ

る
ε
云
ふ

こ
ε
玉
な

る
。

助

9

ガ
ー
ド
ー

(匹

8
「α
9

も

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
の
説

を
祖
述

し
地
代
や

利
潤
は
租
税

を
負
撰
す

る
こ
ε
が
出

ぐ来

る
け
れ
こ
も
、
勢
賃

は
そ
れ
が
　甲

な

い
ご
き

は
生
活
必

要
費

を
形

一
る

こ
ξ

N
な

享

、租

税
を

負
捲
す

る
.・

剛

ピ
が
出
家
海
ε
論
じ
た
。
後
、
氏
は
真
説
を
多
少
緩
め
、
勢
働
者
は
勢
賃
の
名
の
下
に
、
生
活
必
要
盛

よ
b
も
多
く

を
得

る
が
普
通
で
あ
る
こ
ε
を
認
む
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
生
活
必
要
費
を
超
ゆ
る
部
分
は
純
年
産

の

一
部
で
あ

剛

へ

あ

も

へ

あ

る
か
ら
之

に
税

し

て
も
可

い
ご
云

ふ
論

ε
な

っ
て

凍

る

の
で
め
る
。

要
す

る
に
リ

ヵ
ー
ド

ー
の
説
も
勢
働
者

の
生

も

も

た

も

に

し

へ

あ

た

た

り

い

カ

ゐ

へ

ぬ

ロ

モ

も

ぬ

も

ロ

も

も

し

へ

し

も

も

へ

も

も

セ

マ

存

に
必
要
な
る
経
費
を
除
き
其
残
額

に
税
す

べ
き
で
あ

る
ご
云
ふ
趣
旨
こ
な
る
の
で
あ
る
。

此

の
如
く
し
て
、
正
統
學
派
の
説
は
、
所
得
の
中
よ
り
勢
働
者
の
生
存

に
必
要
な
る
経
費
を
除
き
た
る
残
額
に

む

　

む

む

　

む

む

　

　

も

む

課
す

る
ピ
云

ふ
趣
旨

己
な

っ
て
来
た
、
暴
れ

が
所

謂
純

所
得
課
税
論

で
あ
り
、
勢
賃
冤
視
論

で
あ

る
。

以
上
は
此
説

の
大
要

で
あ

る
が
、
此
読

に
就

て

は
種

々
の
批

評
を

加

へ
る
こ
ε
が
出
家

る
。

齢

叢

最
低
生
活
費
覧
種
諭
.

第
十
四
巻

(第
二
號

二
六
三
)

=
二
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、

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論
、

第
十
四
巻

〔第
二
號

二
六
四
)

「
四

第

一
に
此
視

は
正
統

學
涙

の
勢
.賃

に
関
す

る
學
説

よ
b
出

て
来

て

み
る
、
故

に
既
設

の
是
非

を
明

に
せ
ん
ξ

せ

ゆ

コ

コ

リ

リ

　

　

　

　

ば

、
其
勢
賃

に
關
す

る
學

説
を
吟
味

せ
ね
ば
な
ら

澱
。

ラ

　
　
　
ゆ

む

り
む
む

つ
　
　

む
む

む
む
む
む
　

つ
　

　
む
　
む

む
む
む

　

1

此
説

は
勢
賃

を
以

て
生
産
費
経
管
費

を
形

く

る
も

の
で
あ
る
ε
し
て

み
る
。
從

て
勢
働

者
を
以

て
機
械

器
且
ハ
.

ピ
同
様

に
生
産

手
段

ε
看
做

し
て

み
る
の
で
あ
る

。成
程
資

本
家

の
個

人
経
済

よ
り
見
れ
ば
、
労
賃
は
生
産
費
経

管

費

の

↓
部
を
爲
す

も

の
`
な
ウ
、
労
働
者

は
機
械
器

具

ε
同

一
現
す

る
こ

ご
が
出
來

る
か
も
知

れ
澱
が
、
之
を
勢

働
者

か
ら
見

れ
ば
、
勢
賃

は

そ
れ
自
身
純
所

得

で

あ

っ
て
、・
生
産

費

で
も
経
管
費

で
も
無

い
、
之
を

国
民

経
済

の

上

よ
り
見

る
も

勢
賃

は

明
に
国
民
所
得

の

一
部

分

を
形
く

る
も

の
で

あ
る
、
生
産
手
段

に
あ

ら
す

し
て
馬

そ
れ
自

身
生
産

の
目
的

・し
い
ふ

べ
き
で
あ

る
。

是
が
故

に
勢

賃

を
最

低
生
活
費

`
し
て
免

税
す

る
ε

い
ふ
理
論

は
、
人
を

機
械
現
す

る
ε

い
ふ
非

倫
理
的
見
地

に
立

っ
て
論
断

し
、
私
経
濟
的
見
地

ご
國
民

纒
濟

的
見
地

ピ
を
混

同
し

撹
る

耶

も

の
で
め

っ
て
、
A
-日

の
倫
理
親

`
脛
濟

理
論

の
許

さ
な

い
所
で
あ

る
ど
評
せ
ね
ば
な
ら

汲
。

ラ
　

む
む

む
む
　
　
ロ

2

次

に
此
説

は
勢
賃

の
決
定

方
法

に
就

て

一
の

ド
グ

　
に
囚

は
れ
て
る

る
。
正
続
學
涙

の
説

く
所

に
依

っ
て
見

〔れ
ば
、
労
賃

は
勢
働

の
需

要

ご
食
物

の
贋
格

ε
に

依

仙
て
定
ま

る
も

の
で
あ

る
ε
す

る
の
で
あ
る
。

或
は
熱
賛

は

勢

賃
基
金

に
依

っ
て
定

ま
る

ε
す

る
の
で

あ
る
。
勢

賃

は
負

物

の
償
格

に
依

っ
て
定
ま

り
、
或

は
勢
賃
基

金

に
依

っ
て
定
ま

る
ざ
す

る
か
ら

、
勢

働
者
は
食

ふ

か
食

へ
漁
か
の
境

に
呻

吟
す

る
ε
い
ふ
考

も
起

っ
て
来

る
、
所
謂
勢

賃

鐵
則
は
斯
う

い
ふ
考

よ
り
出

て
來

る
の
で
あ

る
。

舗)Schmoller,a.a.0.1.
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併
し
乍
ら
現
代
の
文
明
國
に
於
て
實
際

に
労
賃

の
決
定
す

る
所
を
見
る
に
、
必
ず
し
も
食
物
の
償
幣
に
依

っ
て

居
ら
函
、
又

一
定
の
時
に
於
て

一
定
の
労
賃
基
金
が
存
し
て
居

っ
て
、
そ
れ
に
依

っ
て
勢
賃
が
定
ま

っ
て
み
る
ε

見
る
べ
き
で
な
い
.
現
代
に
於
て
は
、
勢
賃
は
勢
働
の
需
要
供
給

の
關
係
に
依

っ
て
定
ま
る
ε
見

る
べ
き
で
あ
ら
.

う
が
、
實
際

に
於
て
は
、
勢
働
者

ε
資
本
家
ご
の
相
対
峙
す

る
勢
力
の
消
長
仁
依

っ
て
定
ま
る
こ
ε
が
多

い
の
で

.

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
勢
働
組
合
が
資
本
家
ご
訣
別
し
其
勢
力

に
依
り
組
合
に
顯
す
る
全
勝

の
勢
働
者
の
労
賃
を
定

も

し

り

ゑ

む

る
こ
惹
が
あ

る
。
從

っ
て
勢
賃

は
食
物

の
償
格

に
没
交

渉
で
定

ま
る

こ
ε
が
有
り
得

る
の
で
あ

る
。

此
く

の
如

も

う

も

も

マ

も

を

ヒ

ロ

ロ

モ

の

し

ヒ

マ

も

ヒ

も

や

ぬ

ぬ

サ

　

カ

う

へ

《

し
て
定
ま

つ
π
労
賃

は
最
低
生
活
費
以

上

に
あ

る

の
が
稽

で
あ
る
,

さ
れ
ば
勢
働
者

は
常

に
食

ふ
か
喰

へ
ぬ
か

の
境

に
呻
吟

し
て
み

る
こ

い
ふ

こ
蓬
は
出
家

ぬ
。
若

し
左

様

に
論
ず

る
も
の
あ

り
ざ
す

れ
ば

、
そ
は
資

本
家

に
蜀

コ

エ

ヤ

モ

も

ヤ

へ

し
て
勢
働
者
の
地
位

の
低
き
を
高
調
す
る
に
過
ち
な

い
の
で
あ
る
。
果

し
て
然
b
蓬
す
れ
ば
、
勢
賃

ε
最
低
生
活

も

あ

た

へ

ヘ

ヵ

ヤ

で

ゑ

ぬ

ヤ

ロ

ゆ

お

コ

ヒ

コ

ヤ

マ

ぬ

へ

　

ロ

ヘ

へ

ゆ

も

ヘ

へ

も

め

へ

た

ヤ

へ

つ

ル

へ

ち

ね

ヘ

へ

費

ε
は
同
意
義

で
な

い
、
勢
賃

の
中

に
は
最
低
生
活
費

を
超

へ
る
も

の
が
多

く
存
す

る
こ
ε
を
許

さ
ね

ば
な
ら

の
、

ヘ

ヘ

モ

セ

ら

マ

モ

ヤ

リ

コ

モ

へ

も

へ

ち

へ

き

　

も

の

セ

ぬ

へ

從

っ
て
勢
賃
を
全
然
冤
祝
す

る
ご

い
ふ

こ
ご
は
不

當

で
あ

る
。
現

に
此
説

の
張
本
人

セ
る

り
ヵ
ー
ド
ー
さ

へ
も

、

當
時

の
學
者

の
反
駁

に
遇

ふ
て
、
多
少
真
説

を
政

ぬ

勢
働

者

は
勢
賃

の
名

の
下

に
生
活
必
要
費

よ
り
も
多
く
を
得

る
が
常

で
あ

る
ε
.譲
歩
す

る
に
至

っ
た
.
是

に
至

っ

て
此

説

は
根
抵

に
於
て
動

揺
し

て
み

る
も
の

ご
評

せ
ざ
る
を

得

な

い
。

・
　

の

　

第

二
に
此
誘

は
純

所
得

に
課
税
す

べ
き
を
説

く
所

か
ら

目
然

に
税
源
論

ご
な

っ
て
來

る
。
即
ち
税
源

は
純
所

得

講

叢

最
低
生
活
費
免
硯
論
.

第
†
四
巻

(第
二
號

二
六
五
}

一
五

職

.



'

論

叢

最
低
生
活
愛
免
税
論

第
+
四
巻

(第
二
號

二
六
六
)

=
ハ

で
な
け
れ
ば
な
ら

澱
ε

い
ふ
の
で
あ

る
、
其
純
所
得

・し
い
ふ
は

、
所
得

の
中

よ
り
勢
働
者

の
焦
活

費
を
除

い
た
も

の
で
あ

る
ε

い
ふ
こ
ざ
に
曝
す

る
。
所

で
前
段

に
も
述

べ
た
通

り
、
勢
賃

は
そ

れ
自
身
所

得
で
あ

る
、
所
得

を
以

て
税
源

ε
す

る
な
ら
ば

、
勢
賃

を
も
税
源

ご
せ
ね
ば

な
ら

諏
。

一
盟
、
視
源

た
る
所
得

ε
云

へ
ば
、
年

々
規

則
正
し

く
個
人

の
懐

に
這

入

っ
て
座

る

べ
き
額

を
考

ふ

べ
き

で
其

之
を
得

る
人

の
生
活

を
維
持
す

る
費

用
を
除

き
去

っ
て

考

ふ

べ
き
で
な

い
。
若

し
勢
賃

に
於

て
生
活

費
を
取

b
除

い
π

る
も

の
を
以

て
純
所
得

こ
せ
ば

、
他

の
所

得

に
於

て
も
然

か
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
論
者

は
濁

り
勢
賃

に
於

て

の
み
生
活
費
を
取

b
除

か
ん

`
す

る
の
で
あ

る
、
そ

は
論

理

の
上

か
ら
徹
底

し
た
も

の
で
午

い
。

之
を
税
源
論

ざ
し

て
考

ふ
る
ご
き
は
、
総

て

の
所

得

が
税
源

で
な
け

れ
ば

.

な
ら

鼠
、
暴

れ
は
最
近
租
税
論

の
進

歩

で
あ

っ
て
、
正
統
學
涙

の
説

ざ
根
本

に
於
て
異

る
所

で
あ

る
。
此

正
統
學

振

の
説

を
根
本

に
於

て
覆

し
花

る
第

一
人
者

底

ン
ユ
モ
ツ

ラ
ー
で
あ

っ
た
、

シ

ユ
モ
ッ
ラ

ー
は
幌
糠

ε
し

て
は
帝
[

に
流
通
経
済

に
於
て
個
人

の
懐

に
這

入

っ
て
來

る
所
得

の
み
な
ら
す
、

流
通
経

済

に
出

て
來

な

い
所

得
を
も
包
括

鋤

せ
ね
ば
な
ら

濾
こ
ε
を
脱

い
だ
。
流
通
維
濟

に
臥
て
來
な

い
所
得
ε
は
、
使
用
財
産

に
就
て
享
樂
を
す

る
が
如
き

も
の
で
あ
る
、
例

へ
ば
住
家
を
有
し
、
美
術
骨
董
品
を
有
す
る
者
は
、
其
使
用
に
劃
し
て
金
鏝
的
所
得
を
支
出
す

る
の
必
要
が
な
い
、
然
る
に
之
を
有
せ
ざ
る
者
は
此
の
如

き
享
樂
財
産
の
使
用

に
謝
し
て
金
鍍
的
所
得
を
支
出
せ

ね
ゆ
な
ら
阻
.
故
に
使
用
財
産

の
享
樂

は

　
の
消
極
的
所
得
ご
見
て
も
差
支
な

い
。
此
の
如
き
消
極
的
所
得
を
も

税
源
ε
す
る
以
上
、
勢
賃
等
を
挽
源

ε
す

る
こ
ε
が
出
來
な

い
ξ

い
ふ
理
由

は
無

い
筈
で
あ
る
。
故

に
税
源
論
ε

曾6)Schmollcr,a.a・O・S・52・
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し
て
純
所
得
課
税
を
説
く
は
其
當
を
得
な
い
。
.

ロ

む

　

む

む

む

む

む

ひ

以
上
は
弊
賃

に
就
て
考

へ
た
の
で
あ

る
が
、
更
に
進

ん
で
勢
賃
以
外

の
小
所
得
に
就
て
考
ふ
る
に
、
其
生
活
を

支

ふ
べ
き
最
低
限
度
の
も
の
に
あ
り
て
は
、
勢
賃
の
場
合
ξ
異
ら
な

い
筈
で
あ
る
。
假

に
論
者
の
説
に
依

っ
て
理

論
上
は
純
所
得
を
爲
す

ε
爲
さ
諏
ε
の
別
あ
る
ε
し
て
も
、
辛
う
じ
て
生
活
を
維
持
す
る
に
足
る
だ
け
の
所
得
に

就

き
、
そ
の
勢
賃
ポ
リ
得
た
る
者

に
は
之
を
免
税
し
勢
賃
以
外
の
源
よ
り
得
た
る
者
に
は
之
を
冤
税
せ
な
い
ε
す

れ
ば
、
結
果
に
於
て
不
公
牛
ε
な
る
の
で
あ
る
、
結
果
に
於
て
不
公
卒

で
あ
る
ε
せ
ば
、
其
前
提
た
る
理
論

に
於

て
不
當
な
る
も
の
が
あ
る
ε
評
せ
ね
ば
な
ら

鳳
,
之
を
最
低
生
活
費
の
観
念
よ
り
す
る
も
、
助
勢
所
得
に
限
る

べ

き
で
な

い
、
財
産
所
得
鞍
業
所
得
に
就
て
も
同
様

に
律
す

べ
き
で
あ
る
。
勿
論
、
動
勢
所
得
は
財
産
所
得
替
業
所

得

よ
り
も
櫓
視
力
に
乏
し
き
が
故

に
之
に
輕
課
せ
ね
ば
な
ら

阻
が
、
そ
れ
は
、
最
低
生
活
費
以
上
の
所
得

に
就
て

差
別
を
立

つ
べ
き
も
の
で
る
る
、
最
低
生
活
費

に
就
て
免
税

ε
課
税
ε
の
別
を
立

つ
べ
き
で
な

い
、
比
熱
よ
り
見

る
も
比
論
は
不
當
で
あ
る
ε
し
て
之
を
斥
け
ね
ば
な
ら
沁
。

　

　

む

　

　

む

　

む

む

む

む

　

む

　

ロ

む

　

　

　

　

　

む

ロ

　

　

第

三

に
、
此

説
を
主

張
す

る
人
は
租

挽
の
根
線

に
閲
す

る
學
説

ご
し
て
、
多

く

、
交
換
説

を
探

っ
て
み
る
。
所

が
此
説

は
其
交

換
説
を
裏

切

る
も

の
で
あ

る
、
交
換

説

に
依

れ
ば

、
個

人
は
國
家

の
保
護

に
依

っ
て
利
益
を
受
く

る
が
故

に
其
代

償
ξ
し

て
租

税
を
納

め
ね
ば

な
ら

ぬ

ε

い
ふ
の
で
あ
る

。
所
で
勢
働
者

は
如
何

に

`

い
ふ
に
、
固

よ
b
国
家

の
保
護

を
憂
く

る
こ
ξ
が
厚

い
、
之
よ
り

し
て
人

な
る
利
益
を
受
け

て
み

る
コ
果

し
て
然
ら
ば
勢
賃

に

論

叢

最
低
生
活
費
免
詮
論

第
+
四
巻

(第
二
號

二
六
七
〕

一
七

、

`



り

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

第
†
四
巻

〔第
二
號

二
六
入
)
.

一
八

冤
税
す

る
理
由
は
無

い
筈

で
あ

る
。
若

し
之

に
反

し

て
勢
賃

に
免
税

せ
ね
ば
な

ら

漁
ε
い
ふ
な
ら

ば
、
国
家

よ
り

保
護

を
受

け
れ
ば

巴
て
必
ず

し
も
租

税
を
納
む

る
に

及
ば
囎

ε
い
ふ
議

論

ご
な

っ
て
來
ね
ば
な
ら

漁
、
そ
れ
で
は

、

、

、

、

マ

'

「

幽

'

、

ぷ

、

、

、

、

、

、

り

,

.

、

、

交
換
説
は
根
柢
よ
b
崩
れ
て
凍
る
。
之
を
要
す

る
に
交
換
説
ざ
鱒
賃
免
税
説
ε
は
互

に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
、

、

、

、

、

、

、

」

」

覧

、

、

、

、

唐

、

"

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

⑳

故
に
論
者
に
し
て
労
賃
晃
視
を
誘

か
ん
`
せ
ば
、
交
換
読
を
捨

て
ね
ば
な
ら
頗
。

第
二
、
地
位
的
生
活
費
醗

地
位
的
生
活
費
説
ε
は
、
地
位
相
慮
の
生
活
費
は
之
を
免
税
す

べ
き
で
あ
る
ビ
い
ふ
説
で
あ
る
、
此
誘

は
前

の

勢
賃
免
税
説
を
振
賑
し
て
、
総

て
の
動
勢
所
得

に
及
ぼ
し
最
下
級
勢
働
者
に
其
最
低
限
度
の
生
活
費
を
支
ふ

べ
き

勢
賃
を
免
税
す
る
ご
同
じ
様

に
上
級
勢
働
者
井
に
精
神
勢
働
者
に
地
位
相
慮
の
生
活
費
を
　兜
税
せ

ん
ご
す
る
も
の

で
あ
る
。
英
主
な
る
代
表
.者
は
ビ
ア
ザ
ッ
ク
ε
ラ
ウ
で
あ
る
。

鋤

ゼ

ア

ザ

ツ

ク

の

論

ず

る
所

は

左

の

如

し

、

廣
義

に
於
け

る
勢

貸
に
就
て
は
其
純
金
の
み
に
税
す
べ
き
で
あ
ろ
、
而
し
て
其
純
益
た
計
ら
ん

ε
ぜ
ば
、
其
動
勢
者
の
地
位
相
慮
の
生
活
曲蟹
に
之

な

引
音
去
ら
れ
ば
な
ら
ね
。
そ
に
そ
の
人
が
財
の
生
産

に
從
ふ
條
件

ざ
も
見
得
.へ
き
で
、
そ
の
生
産
費
な
形
く

ろ
も

の
ε
見

ろ
.へ
春
で
あ
ろ
か
ら
で
あ

る
。

面
し
て
島
地
位
相
懸
の
生
活
費
な
除
く
こ
ε
ば
濁
り
唆
義
の
勢
賃
に
於
て
之
な
許

す
べ
者
で
め
石
n

鋤

ラ

ウ

の

説

も

亦
.
之

に

能

く

似

て

み

る

、

即

ち

左

の
如

し

。

勢
貸
井

に
螢
業
者

の
所
得
に
就
て
に
、
そ
の
中

よ
り
勢
働
者
井
に
醤
業
者
の
生
活
費
々
支
騨
ぜ
ね
ば
な
ら

沿
・、
其
生
活
費

な
差

し
引

い
て
残

っ
た
剰

盤
に

既
得
で
あ
み
、
此
純

所
得
の
か
に
課
マ
ベ
爵
・で
め
ゐ
。

27)
28)
29)

前 號79頁
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樹
勢
賃
に
罰
し
て
ば
鼻
働
者
井
に
其
豪
族
の
婁
マ
ろ
地
位
相
懸
の
生
活
豊
な
差
引
い
た
る
残
額
に
税
ぜ
ね
ば
な
ら
撮
。

.
ビ

ア
ザ

ッ
ク
も

ラ
ウ
も
等

し
く
地
位
相

懸

の
生
活

費
を
除

い
て
課
す

べ
き

こ
で
を
説
ズ

こ
ご
前
述

の
如

仁
で

あ

る
が
、

ビ
ア
ザ

ッ

ク
が

勢
働
者

そ

の
人

の
地
位
相
悉

の
生
活
費
を

差
引

く

べ
し
乙

い
ふ

に
封

し
て
、

ラ
ウ
は
之
を

家
族

の
そ
れ

に
迄
振
暖

し
て

る
る
。
所

で
更

に
進

ん

で
租
税

の
根

櫨

に
閲

し
て

は
ぜ

ア
ザ

ツ
ク
は
交
換
説
を
探

っ

て

み
た
が
、

ラ
ウ
は
能

力
説
を
も
加

味
す

る
に
至

っ
た
、
故

に
此

説

は
其

立

て

る
租

税

の
根

綴
論

に
就

て
も
過
渡

的
時
代

に
立

っ
て

む
る

蓬
謂

ふ

べ
き
で
あ

る
。

此

説

に
謝

し
て
は
前

の
純
所

得
課
税
説

に
封
ず

る
ε
同
様

の
批

評
を
加

へ
る
こ
`
が
田
楽

る
。
故

に
此

慮

に
於

て

は
純

所
得
課
税

ε
異

る
黙

に
就

て
批
評
す

れ
ば
そ

れ

で
十

分
で
あ

る
。

前

に
も
述

べ
た
通
り
此
説

の
依

っ
て
以

っ
て
立

っ
て
み
る
租
税

根
標
論
は
異

っ
て
み

る
、
其
交
換
読

の
上
に
立

っ
て
る
る
も

の
に
野

し
て
は
前
段

に
論
じ

た

こ
同
じ

く
、
其
出
獲

黙

ざ
到
着
黙

ド
叩
に
鮪

、
矛
盾

の
思
想

の
存
す

る

こ
ε
を
指
摘

せ
ね
ば
な
ら

蹟
が
、
其
能
力

説
を
加
味
す

る
も

の
に
謝

し
て
は
、
其
出
獲
黙

`
到
着
黙

ε
に
於

て
矛

盾

し
て

み
る
ε
は
云

へ
鳳
。
併

し
能
力
説

に
立
脚

し

、
勢
働
者
井

に
楼
業

者

の
地

位
的
生
活

費
を
免
す

べ
し
ご

い

ふ

は
、
此
等

の
人
が
据

視
力
を
持

だ
の
ε

い
ふ

こ

ご
に
理
由

を
求

め
ね
ば
な

る
ま

い
。

所

で
地

位
的
生
活
費

は
其
観
念

上
よ
り
し

て
、
最

低
生
活
費
以

上

に
あ

る
も

の
℃
見

ね
ば

な
ら

の
、
最
低
生

活

幾

に
は
捲

視
力

が
無

い
`
し
て
も

内
地
位
的
生
活

嬰

に
は
櫓

視
力

が
無

い
ε
論
ず

る
こ

ε
が
世
家

蹟
、
從

っ
て
地

駒
閥
叢

最
低
生
活
墾
免
税
論

一
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二
〇

位
的
生
活
費
は
免
税
す
る
理
由
が
無

い
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
濾
。
且

つ
夫

れ
地
位
的
生
活
費
は
人
に
依

っ
て
異
れ
こ

も
、
大
磯
か
ら

い
ふ
ε
、
勢
働
者
や
官
吏
や
小
鬢
業
者
は
、
其
所
得

の
大
部
分
を
擧
げ
て
之
に
充
賞
す
る
こ
ピ
に

な
る
ε
見
て
可

い
。
之
を
最
低
生
活
費

ε
共
に
所
得

の
中
よ
b
差
引
く
ご
き
は
、
彼
等
の
純
所
得
は
殆
ご
無
い
こ

ご
㌧
な
り
、
中
流
以
下
の
動
勢
所
得
者
管
業
者
に
は
殆
ん
ご
課
税
す
る
こ
ε
が
出
來
な
く
な

る
で
あ
ら
う
。

終
に
所
得
の
源

に
就
て
之
を
見
れ
ば
、
此
説
は
勢
賃
詐
り
で
な
メ
、
螢
業
者

の
所
得
を
も
眼
中

に
し
て
み
る
、

比
熱
は
前

の
純
所
得
課
税
説
に

一
歩
を
進
め
て
み
る
。
併
し
乍
ら
街
未
.だ
徹
底
し
て
み
な

い
。
若
し
勢
働
者
や
管

業
者
の
地
位
的
生
活
費

に
冤
税
す

る
な
ら
ば
、
少
く
ε
も
僅

に
生
活
を
支
ふ
る
に
足

る
鮮
度
の
所
得
を
有
す
る
財

産
家
に
謝
し
て
を
亦
之
を
冤
税
せ
ね
ば
な
る
ま
い
、
労
働
者
瞥
業
者
に
劃
し
て
は
地
位
的
生
活
費
迄
を
も
冤
税
し

財
産
家
に
劉
し
て
は
最
低
生
活
費
を
も
発
視
せ
諏
ε
い
ふ
は
、
辻
綾
が
合
は
澱
論
理
ξ
評
せ
ね
ば
な
ら

漁
。

第
三
、
正

義

説

正
義
説
は
均
等
様
性
説
`
無
撚
税
力
説
ε
肚
曾
政
策
説
を
包
括
す
る
、

　

　

　

　

　

一
、
均
等
犠
牲
説
は
租
税
の
根
糠

に
關
す
る
義
務
説
若
く
は
能
力
説
に
立
脚

し
て
み
る
、
其
之
を
創
め
て
唱

へ
た

る
學
者
は
前
述

せ
る
が
如
く
、
ミ
〃
で
あ
る
。
但
し
ミ
ル
は
別
に
能
力
説
を
振
り
廻
は
さ
な
か
っ
た
け
れ
こ
も
、

租
税
季
暮
の
観
念
よ
り
直
ち
に
均
等
犠
牲
読
を
柚
き
出
し
て
来
て
、
其
均
等
犠
牲
説
よ
b
出
て
、
最
低
生
活
費
を

発
現
す

べ
き
こ
嘘
を
誘
い
た
。
其
の
読
の
要
領
は
左
の
如
し
。
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`

貧
者

に
税
す
れ
ば
、
且
ハ最
低
生
活
費
に
喰
ひ
込
む
こ
ご
に
な
り

、
富
者

に
税
す
れ
ば

、
其
奢
侈
的
慾
望

心
差
控

へ
る
に
趾
ぎ
ね
こ
ε
に
な

る
、
貧
者
皿

が
租
税
の
爲
め
に
排
ふ
犠
牲
に
、
常
春
が
租
税
の
爲

め
に
挑
ふ
犠
牲
に
比
し
・
比
絞

に
な
ら

均
租
重

い
の
で
め
ろ
・
故

に
犠
牲
々
均
等
に
ぜ
ん

ざ
ぜ

ば

「
貧
者

に
射
し
最
低
生
活
費
た
.免
除

ぜ
ね
ば
な
ら
ね
o

凋

逸

の

替

財

政

學

振

の

説

も

亦

此

論

理

に

依

る

も

の

で

め

る

、

プ

フ

ァ
イ

フ

よ
ル
氏

の

如

き

殆

ん

ご

ミ

ル
其

盤

訓

の
口
吻

を
以
て
説

い
て

み
る
、
曰

く

生
活
必
要
費
な
節
ぜ
ね
ば
な
ら
ね
こ
ε
に
大
な
み
犠
牲
で
あ
っ
て
、
富
者
が
如
何
な
ろ
節
慾
な
な
ず
ε
ず
ろ
も
之
に
比
す
る
ご
ざ
が
出
来
均
。

要
す

る
に
最

低
生
活
費

に
挽
す

れ
ば
其
犠
牲
は

、
其

他

の
人

が
非
常

の
重
税
を
負
捲
す

る
場

合

に
蔵
す

る
犠
牲

よ

り
も
更

に
大

ε
な

る
か
ら
、
犠
牲

を
均
等

に
せ
ん

ε
せ
ば
最

低
生
活
費

に
免

税
す

べ
き

で
あ

る

ご
云

ふ
の
が
耽
読

の
糟
…神

で
あ
る
。
即

ち
此
説

は
最

低
生
活

費

に
當

る
所
得

を
有
す

る
も

の

ご
そ

れ
以
上

の
所
得

を
有
す

る
者

ε
を

比
較

し
て
犠
牲

を
均
等

に
せ

ね
ば
な
ら

ぬ
ε
諭
す

る
の
で
あ

る
。
所

が
最
低
生
活
費

が
発

視
せ
ら

れ
る
ε
す

れ
ば
、

租

税
の
爲

め
に
何
等

の
犠
牲

を
威

ぜ
な

い

こ
ε
に

な

る
。
犠
牲

を
威
す

る
者
ぎ

犠
牲
を
威

せ
な

い
者

ε
を
比
較

し

て
同
じ
地

位

に
置
く

ご

い
ふ
こ
ご
は
⊥
ハ
ケ
敷

い
こ

ご
で
あ

る
。

そ
こ
で
均
等

犠
牲

説

は
少

し
く
説
明
を
愛
ず

る
の

必

要
が
起

る
。

是

に
於

て
無
櫓
税
力
説

が
出

て
凍

る
。

　

　

コ

リ

コ

コ

ニ
、
無
据
挽
力
.説
ε
は
最

低
生
活
費
が
捨
椀
力

を
有
せ

ぬ
こ

い
ふ
の
理
由

を
以

て
之
を
免

税

せ
ね

ば
な
ら

ぬ
ε

説

く
も

の
で
あ

る
。

難
燃
税
力
説

は
最
低

生
活
費

だ
け

を
有
す

る
人

に
就

て
、
そ
れ
が
撚

視
力
を

宿
せ
諏

こ
だ
を
論
ず

る
に
過

ぎ
澱

論

叢
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低
生
活
費
免
税
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四
巻
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二
二

か
ら
国
家
ざ
其
人
こ
の
關
係
を
見
る
に
止
ま

ρ
て
る
て
、
個
人
相
互
の
聞

に
於
け
る
負
捲
の
軽
重
犠
牲
の
大
小
を

見
て
み
な

い
。
此
黙
に
於
て
曲
説
は
均
等
犠
牲
説
よ
り
も
更

に
無
難
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ε
が
出
来
る
。

併
し
乍
ら
無
捲
税
力
説
ご
難
ご
も
、
其
基
く
所
は
租
税
雫
等

の
原
則
即
ち
鷹
分
推
挽
の
原
則
で
み
る
。
坊
等
犠

牲
説
も
亦
租
税
雫
等

の
原
則
よ
り
出
で
玉
み
る
。
根
本
思
想
に
於
て
は
異
る
所
が
無
い
。
そ
こ
で
余
は
寧
ろ
租
税

雫
等
の
原
則
よ
り
説
明
す
る
方
が
よ
ろ
し

い
ε
思
ふ
。

此
の
如
く
均
等
犠
牲
読
も
無
推
力
誘
も
租
挽
雫
等
の
原
則
よ
り
出
で
」
み
る
。
其
威
に
立
脚
し
て
之
を
純
所
得

課
税
説
ε
比
較
し
て
見
る
に
、
第

}
に
此
説
は
純
所
得
課
税
説
の
純
所
得
ε
い
ふ
親
念
を
探
ら
な

い
勲
に
於
て
、

第
二
に
此
読
は
租
税
の
根
擦
に
關
し
交
換
説
を
捨
て
}
義
務
説
、
能
力
読
を
探

っ
て
み
る
黙
に
於
て
、
第
三

に
此

説
は
均
等
犠
牲
若
く
は
租
税
平
等
ε
い
ふ
正
義

の
観
念
を
侮
り
來
て
冤
視

の
理
由
を
説
明
せ
ん
ε
す

る
黙

に
於
て

大
に
優
れ
て
み
る
。
故
に
此
説
は
純
所
得
課
視
論
の
批
難
を
免
れ
る
こ
ε
が
出
京
る
の
で
あ
る
。

　

　

　

り

の

三
、
肚
會
政
策
説
は
肚
會
政
策
の
見
地
よ
り
最
低
生
活
費
を
冤
梳
す

べ
き
こ
ご
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
肚
會
政
策

は
均
等
犠
牲
読
や
無
捲
税
力
説

ご
同

「
現
す
る
こ
ご
は
出
水
源
が
、
等
し
く
正
義

の
観
念
よ
り
出
で
た
も
の
ε
い

ふ
こ
ご
が
出
来
る
、
何
れ
に
せ
よ
此
飛
禽
政
策
説
も
均
等
犠
牲
読
及
無
憺
税
力
説
ご
並
ん
で
最
低
生
活
費
刀兄
視
の

理
由
を
な
す
も

の
で
あ
る
ご
謂

っ
て
可
い
。

余
は
此
等
の
説
を
分
析
し
批
評
す

る
代
り
に
余
の
見
解
を
述

べ
て
見
や
う
君
恩
ぶ
、
余
の
見
解
も
大
盤

に
於
て

32)Robe輩 ・しMe)er.a.a.O.S.293・
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是
等
墨
・者

の
説
ご
同
じ
や
う

に
な

っ
て
凍
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
、
鼻

見

最
低
生
活
費
免
税
に
就
て
は
種

々
の
理
由
を
求
め
る
こ
ε
が
出
来
る
が
、
根
本
的
理
由

ご
し
て
は
租
税
の
季
等

原
則
よ
り
す

る
理
由

ご
肚
會
政
策

よ
り
す
る
理
由
ご
の
二
ざ
す

る
こ
ご
が
出
乗

る
。
以
下
二
の
理
由
に
就
て
詳
述

す

る
こ
一し
」
す
ろ
。

一
、
平
等
原
則
上
の
理
由
.

租
税
の
卒
等
原
則
ご
は
現
代
に
於
て
正
義
ご
せ
ら
れ
て
る
る
平
等
の
観
念
を
租
挽
の
配
分
に
適
用
す
る
も
の
で

あ
る
、
故
に
其
根
本
観
念
は
正
義
の
観
念
で
あ
る
。
庭
で
租
税
を
李
等
に
配
分
す

る
ξ
い
ふ
こ
ご
は
、
各
人
が
同

「
額
を
負
撰
す
る
ε
い
ふ
義
で
は
無
い
、
各
人
が
.同

一
額
を
負
撫
す
る
こ

い
ふ
は
、
富
の
分
配
が
李
等

で
め
る
肚

會
に
於
て
の
み
正
義
に
適
ふ
の
で
あ
っ
て
、
今
日
の
如
く
富
の
分
配
が
不
卒
等
な
る
耐
會
に
於
て
は
正
義
に
適
は

諏
。
次
に
現
代
に
於
て
租
挽
を
平
等
に
配
分
て
い
ふ
こ
ε
は
、
國
家
の
保
護

に
依

っ
て
受
く
る
利
益
の
程
度
に
於

て
反
勤
給
付
を
駕
す
ε
い
ふ
義

で
な
い
、
租
挽
の
根
抵

に
閲
し
て
は
交
換
説
を
探

る
べ
き
で
な
く
、
義
務
説
を
探

-
ら
ね
ば
な
ら

漁
。
義
務
説
に
依
れ
ば
、
租
税
を
納
む
る
こ
蓬
は
各
人
の
義
務

で
あ
る
、
獲
て
冬
人
は
其
経
済
的
能

力
に
癒
じ
て
税
を
納
め
ね
ば
な
ら

漁
こ
ξ
.に
な
る
、
其
経
済
的
能
力
を
租
税
に
關
際
し

て
観
察
す
れ
ば
、
澹
視
力

に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
現
代

に
於
て
は
租
挽
は
各
人
の
措
税
力
に
怨
じ
て
之
を
配
分
せ
ね
ば
な
ら
阻
、
即
ち
擢

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

策
十
四
巻

(第
二
號

二
七
三
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二
四

椀
力
の
人
な
る
者
に
は
重
く
課
し
糠
視
力
の
小
な
る
者
に
は
輕
く
課
す

る
こ
ε
に
蹄
す

る
、
之
を
能
力
原
則
火
は

慮

分
撚
挽
の
原
則
ε

い
ふ
。
威
で
此
慮

分
権
税
の
原
則
に
從

へ
ば
、
各
人
の
租
枇
負
槽
額
は
不
平
等
こ
な
る
、
而

も
侮
之
を
平
等

の
観
念
に
合
せ
し
め
や
う
.さ
す
る
に
は
、
各
人
が
租
税

の
爲
み
に
威
す

べ
き
犠
牲

の
程
度
を
均
等

に
せ
ね
ば
な
ら
澱
、
そ
こ
で
鷹
分
櫓
税

の
原
則
は
均
等
犠
牲
の
理
論

に
依

っ
て
寳
現
せ
ら
れ
る
こ
ξ
に
な
る
の
で

あ
る
。

慮
分
措
挽
の
原
則
よ
り
山
稜
し
て
行
く
ご
、
撚
税
力

の
小
な
る
に
從
ふ
て
段

々
租
税
を
輕
く
す
る
こ
ざ
に
な
り
、

其
極
は
櫓
視
力
を
宿

せ
な

い
者
に
黝
し
租
税
を
課
せ
な

い
ご
い
ふ
こ
ご
に
な

っ
て
來
ね
ば
な
ら

沁
、
之
を
最
低
生

活
費
に
當
て
籍
め
て

い
へ
ば
、
最
低
生
活
費
が
憺
視
力
を
有
せ
な

い
ε
す
れ
ば
、
當
然
迄
を
菟
税
す

る
こ
ε
に
な

.

る
澤
で
あ
る
、
そ
こ
で
問
題
は
最
低
生
活
費
が
撚
枇
力
を
有
す
る
か
否
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。

鋤

　

此
問
題
に
就
て
學
者
我
は
簡
箪

に
撚
税
力
が
め
る
ご
し
て
議
論
を
な
す
も
の
が
あ
る
、
そ
れ
で
は
問
題

に
答

ふ

る
に
問
題
を
以
て
す
る
も
の
で
あ

る
、
何
故
に
撚
視
力
を
有
す
る
か
有

せ
ざ
る
か
を
明
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
そ
れ

に
は
廣
狭
二
義
の
最
低
生
活
費
に
就
て
別
々
に
観
察
を
下
さ
ね
ば
な
ら

阻
。

　

　

　

　

サ

　

ロ

　

コ

第

一
に
狭
義
の
最
低
生
活
費
に
就
て
考
ふ
る
に
、
そ
は
辛
う
じ
て
生
理
的
生
活
を
支
ふ
る
に
足

る
だ
け
の
所
得

額

に
過
ぎ
岨
、
此
所
得
額
は
肉
膿

の
健
康
を
維
持
す

る
の
用
途
に
の
み
充

つ
る
な
ら
ば
、
盤
理
的

に
生
き
て
行
く

こ
ε
が
出
来
る
が
、
若
し
之
に
反
し
之
を
肉
騰

の
健
康
を
維
持
す

る
の
用
途
以
外
に
費
す
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
食

鋤 Heckd,a.a,0,S.3ア7・



費
や
被

服
費
や

燃
料

費
等

の
所
謂
絶
対

的
生
活

必
要

費

に
不
足
を

生
じ
、
終

に
其
人

の
健
康

を
害

す

る
こ
ε
に
な

る
の
で
あ
る
。
所

で
A
・此
最
低
生
活
費

に
課

枕
す

る

ε
せ
ば

、
そ
れ
だ
け
生
活
必
要
費

に
喰

ひ
込
む

こ
ご
㌧
な
り
、

其
結
果

,
其

人
は
健
康

を
維
持
す

る
こ
ε
が
出
來
な

く
な

る
の
で
め
る
。
健
康
を
維
持
す

る

こ
ε
が
出
來
な

い
こ

す

れ
ば
、
末
終

に
は
餓
死

を
見

る

払
こ
ξ
が
出
来

ま

い
、
然

ら
ざ

れ
ば
貧

困
膚
ε
し

て
公

の
救
助

を
仰
が

ね
は
な

ら

岨
こ
ご
に

な

る
。
而

し
て
餓

死
は
生
理
的
存
在

を
失

ふ
こ
ε
で
あ
り
、
救
貧

を
仰
ぐ

こ
ご
は
灘

酒
的
存
在

を
失

ふ
こ
ε
で
あ

る
。
何

れ
に
し
て
も

、最

低
生
活
費

の
課
税

は
其

人

の
生
沼
を
脅

か
す

こ
ご
に
な

る
。

さ
う
す

れ
ば
、

鋤

狭
義
の
最
低
生
活
費
は
、
櫓
視
の
飴
力
を
特
定
漁
も
の
こ
謂
は
ね
ば
な
ら
諏
。

　

　

　

コ

リ

の

の

　

次
に
廣
義
の
最
低
生
活
費

に
就
て
之
を
考
ふ
る
に
、
そ
は
共
時
代
其
肚
會
に
於
け
る
文
化
的
生
活
を
維
持
す

る

に
無
く
て
は
な
ら
濾
程
度
の
費
用
セ
辮
ず
る
所
得
額
に
過
ぎ
ぬ
。
固
よ
り
狭
義

の
最
低
生
活
喪
よ
り
多
く
其
上
に

あ
る
こ
ビ
は
論
ず
る
迄
も
無

い
。
そ
こ
で
廣
義

の
最
低
生
活
費
に
課
税
す
れ
ば
ご
て
、
直
ち
に
其
人
を
し
て
飢
餓
に

迫
ら
し
む
る
も
の
で
は
無
い
、
獲
て
生
理
的
生
活
を
脅
か
す
も
の
こ
は
云

へ
澱
。
是
が
故
に
廣
義

の
最
低
生
活
喪

は
絶
対
的
に
撚
税
力
を
有
せ
搬
ε
断
ず
る
こ
ε
が
出
来
兎
。
學
者
が
最
低
生
活
費
も
推
税
力
を
有
す
る
ε
い
ふ
は

釣

虻
意
義
に
於
け
る
生
活
費
を
見
て
み
る
の
で
あ

る
、
併
し
乍
ら
廣
義
の
最
低
生
活
費
に
課
税
す
れ
ば
、
其
人
は
其

時
代
其
肚
會

に
於
け
る
文
化
的
生
活
を
警
む
こ
ε
が
出
來
な

い
標
に
な
り
、
勢
ひ
丈
化
生
溜
の
標
準
を
下
げ
る
こ

と
に
な
ら
う
。
然
る
に
文
化
的
生
活
標
準
を
下
す

こ
ご
は
、
其
人
に
取
り
其
肚
會
に
敢
て
悲
し
む

べ
き
こ
ε
で
あ

請

叢

最
低
生
活
壷
免
税
論

策
十
四
巷

(第
二
號

二
七
五
)

二
五
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、

論

叢

最
低
生
活
費
免
税
論

策
+
四
巻

(第
二
號

二
七
六
)

一
=
A

る
、
故
に
百
方
其
境
遇

に
陥
ら
漁
様
に
努

め
ね
ば
な
ら

温
、
庭

で
租
税
は
終

に
此
結
果
を
齋
ら
す
ε
せ
ば
、
廣
義

の
最
低
生
活
費
も
相
謝
的
に
は
櫓
挽
力
を
有
せ
漁
も
の
電
請

は
ね
ば
な
ら

弧
。
.或
ば
文
化
的
蛋
活
必
要
費

に
課
税

せ
ら
れ
て
も
飽
く
迄
文
化
生
活
標
準
を
下
げ
る
こ
ご
を
厭

ふ
入
も
有
ら
う
、
此

の
如
.き
人
は
他
よ
り
借
金
し
て

一

時
を
糊
塗
す
る
の
外
な

い
。

さ
れ
ご
租
税
が
年
々
歳

々
其
文
化
的
生
活
必
要
費
を
侵
し
、
其
人
を
し
て
年

々
歳

々

借
金
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
む
る
ε
き
は
借
金
は
積
ん

で
、
終

に
返
済
の
見
込
な
き
に
至
り
、
其
人
の

経
濟
的
存
在
を
脅
か
す

こ
ε
に
な

っ
て
凍
る
。
さ
う
な
る
ご
狭
義

の
最
低
生
活
嚢

ε
同
じ
様

に
搬
撹
力
を
も
有
せ

ざ
る
こ
ε
に
な
る
。
此
結
果
を
豫
肺
せ
ん
己
せ
ば
、
文
化
生
活
費

に
鰯
れ
な

い
様
に
す
る
外
な

い
。
是
が
故
に
廣

義

の
最
低
生
活
費
も
相
野
的
に
捲
税
力
を
有
せ
諏
も
の
ε
断

せ
ね
ば
な
ら
諏
。

一一
、
以
上
論
ず
る
所
に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
挾
義
の
最
低
生
活
費
は
絶
…射
的
に
捲
税
力
を
有
陀
な

い
し
、
廣

義

の
最
低
生
活
費
は
相
野
的

に
捲
税
力
を
看
た
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
之
を
慮
分
擢
視
の
原
則
に
照
ら
す

ご
、

當
然
之
に
税
し
て
は
な
ら

諏
こ
ε
》
な
る
の
で
め
る
。

こ
れ
は
慮
分
措
視
の
原
則
の
適
用
ε
し
て
の
結
論
で
あ
る
が
、
更
に
累
進
税
の
理
論
よ
り
推
し
て
見
て
も
同
じ

結
論
に
達
す
る
。

髭

累
進
税

の
理
論
よ
り
澹
ふ
る
ご
、
所
得

の
小

な

る

も
分

に
は
最
も
輕

い
枇
牽
を
課
せ
ね
ば
な
ら

澱
の
で
あ
る

が
、
其
所
得
が
段
々
小
蓬
な
り
て
、
終
に
権
税
力
を
有
せ
ざ
る
に
至
れ
ば
、
其
税
率
は
無
限
小
ε
な
り
て
零
ご
な

ら
紅
ば
な
畠

、
税
率
の
零
は
即
ち
免
税
で
あ
る
。
故
に
累
進
税
の
理
論
を
適
用
す

る
も
最
低
生
活
費
は
之
を
兎

「



税
せ
ね
ば
な
ら

漁
こ
ご
に
な
る
、
累
進
税
論
を
眞
理
ビ
せ
ば
、
最
低
生
活
費
の
発
椀
論
を
眞
理
ぜ
ぜ
ね
ば
な
ら
諏
。

此

の
如
く
論
じ
来
れ
ば
累
進
税
ご
最
低
生
活
費
冤
視
ご
を
並
び
説
く
論
が
累
退
視
論
よ
り
も

一
歩
を
進

め
て
み

る
こ
ε
が
分
る
。

「

以
上
の
議
論
は
狭
義
の
最
低
生
活
費

に
最
も
能
く
嘗
て
籔
ま
る
の
で
は
あ
る
が
、
贋
義
の
最
低
生
活
費
も
文
化

生
活
標
準
を
下

さ
な

い
こ
ε
を
主
義
ε
す
る
限
り
嘗
て
櫓歌
ま
底
の
で
あ
る
。
若
し
実
れ
文
化
生
活
標
準
を
下
げ
て

も
差
支
な

い
ε
い
は
y
、
廣
義
の
最
低
生
活
費

に
は
、
極
め
て
軽

い
挽
を
課

せ
ね
ば
な
ら
諏
こ
ご
}
な
る
。
そ
こ

で
租
税

の
爲
め
に
文
化
生
活
標
準
を
下
げ
て
も
差
支
.な
い
か
否

か
ゴ
問
題
ε
な

っ
て
象

る
、
.そ
れ
を
解
決
す
る
も

の
は
肚
曾
政
策
的
見
解
で
あ
る
。

=
、
阯
會
歌
策
的
理
由

計
㌃
曾
政
策
的
理
由
は
、
二
つ
に
嚇
す

る
、
甘
六
】
は
国
家
が
租
税
を
以
て
油皿
會
政
策

の
手
段
蓬
す
る
こ
ど
で
あ
り

其
二
は
租
税
政
策
を
他
の
肚
會
政
策

ご
調
和
せ
し
む
る
ビ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

　

　
　
　
コ
の
る
り
　
ロ
ゆ
　
　
　
　
り

-

租
税
政
策

ε
他
の
肚
會
政
策
ε
の
調
和
に
就
て
考
ふ
る
に
、
先
づ
貧
者
に
封
ず

る
肚
會
政
策
の
精
神
を
明
に

(せ
ね
ば
な
ら

ね
。

一
膿
、
貧
者
に
劃
す

る
肚
會
政
策
な
る
も
の
は
、其
手
段
は
多
く
あ
ら
う
け
れ
ご
も
、
其
精
神
は

ヨ

貧
者

を
し
て
猫

立
し

て
生
活

を
瞥
.ま
し

め
、
且

つ
其

の
地
位

を
向

上

せ
し
む

る
`

い
ふ
所

に
存

し
て
み
る
。
之

を

救
貧
政
策

に
徴
す

る
も
、國
家

は
極
貧

者

を
し
て
餓

死
を
免

れ
し

め
ん

ε
し
て
み
る
の
み
な
ら

す
、
是
等

の
人
を

し

て
凋
立

し
て
生
活
を
維
持
す

る
に
至
ら

し
め
ん
ε
し

て
み

る
の
で
あ

る
。

之
を
勢
働
者
保
護
政

策

に
徴

す

る
も

、

論

叢

最
低
生
活
費
菟
醗
論

第
†
四
巻

(第
二
號

二
七
七
)

二
七

36) Fbides,a.a.O.S.301.
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論

叢

最
低
生
活
農
免
醗
論

、

第
十
四
巻

(第
二
號

二
七
八
)

二
八

勢
働
者

の
現
在
瞥
み

て
み

る
文
化
生
活

の
標
準

を
下

さ
し
め
な

い
で
、
寧

ろ
之
を
向

上
せ

し
め
ん
ε
し
て

み
る
。
而

し
て
其

精
神
は
最

低
勢
賃
を

定

め
ん
`
す

る
立
法

に
於

て
最
も
能

く
表

は
れ
て

る
る
。

　

　

　

　

　

の

の

の

り

　

　

の

　

　

り

　

　

所
で
今
狭
義
の
最
低
生
活
費
に
課
税
す
る
ご
す

れ
ば
マ
前
段
に
論
じ
た
如
ズ
、
人
を
し
て
餓
死
せ
し
む
る
か
、

然
ら
ざ
れ
ば
公
の
救
助
を
受
け
し
む
る
よ
り
外
な
い
の
で
あ

る
、
暴
れ
明
に
救
貧
政
策

に
矛
盾
す

る
も
の
で
あ

る

或
は
租
税
は
租
税
で
あ
る
救
貧
は
救
貧
で
あ
る
、
貧
者
.に
税
し
て
、
然
る
後
に
之
を
救
助
す
れ
ば
可

い
ε
論
ず

る

か
も
知
れ

諏
が
、
そ
れ
で
は
国
家
敬
策
の
目
的
を
完
う
す
る
も
の
で
は
な

い
、
狭
義
の
最
低
生
活
費
に
祝
す
る
が

爲
め
に
救
貧
費
が
嵩
み
、
更

に
多
く
の
租
税
を
課

せ
ね
ば
な
ら
諏
こ
ご
に
な

っ
て
は
、
財
政

々
策

の
目
的
ば
遂
げ

ら
れ
な

い
。
叉
徒
ら
に
救
貧
費
が
多
く
な

っ
て
は
、
救
貧
政
策
の
目
的
も
裏
切
射
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
肚
會
政

策

ε
租
税
政
策

の
調
和
を
圖
ら
ん
ε
す
れ
ば
、
狭
義
の
最
低
生
活
費
に
免
税
せ
ね
ば
な
ら

諏
。

　

の

　

コ

の

　

　

　

　

　

の

の

　

の

り

　

り

次

に
廣
義
の
最
低
生
活
費
に
課
税
す
る
ご
す
れ
ば
前
段
に
述

べ
だ
通
り
人
民
の
文
化
生
活
標
準
を
下
げ
る
こ
ε

に
な
る
。
足
れ
は
明
か
に
勢
働
者
保
護
法
其
他
の
肚
會
政
策
に
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
に
於
て
勢
働
者
保
護

法
等

に
依

っ
て
人
民
の
良
化
生
活
標
準
を
下
げ
し
め
な

い
様
な
政
策
を
施
し
つ
工
他
方
に
於
て
人
民
の
文
化
生
活

標
準
を
下
げ
る
様
な
政
策
を
探
ら
ば
、
国
家
は
肚
會
政
策

に
於
て
眞
面
目
な
目
的
を
持

っ
て
る
る
ε
い
ふ
こ
ご
が

出
難
な
く
な
る
。
所
で
人
民
の
文
化
生
活
標
準
を
高
め
る
ご
い
ふ
肚
會
歌
策
は
、
文
化
國
の
政
策
ピ
し
て
重
大
な
る

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
が
其
弊
を
あ
ら
は
し
來

っ
て
、
人
を
し
て
此
肚
會
組
織
に
疑
を
挿
ま
し

む
る
に
至

っ
た
今
日
に
於
て
は
殊
に
さ
う
で
あ
る
。
是
が
故

に
國
家
生
活

に
人
な
る
故
障
あ
ら
ざ
る
限
り
丈
化
生

9



活

標
準

を
下
す

政
策

は
之
を
捨

て
ね
ば

な
ら

諏
。
從

っ
て
贋
義

の
最
低
生
活
費

を
免
税
す

る
は
宜

し
き
を
得

を

こ

ご
に
な

る
の
で
あ

る

う

の

り
ゆ
り

り
り
　
　

の
　
　
　

　

　
　
り
　
　
　
　
り

2

更

に
進

ん

で
租
税
を
祉

會
政
策

の
手
段

ご
し
て
用

ふ
る
ど

い
ふ
見

地

に
立

て
考

ふ
れ
ば

、
.租
税
政
策

ε
肚

會

く政
箏

の
矛
盾
は
起
て
楽
な
い
・
笙

椿

置

炭
ゲ
や
雰

詳

察

孕
簿

縛
繕

事

蓄

暮

鯉
Nフ
ビ

む

む

む

い
ふ
考

か
ら
出

て
行
一

ε
、
最

も
富

め

る
者

に
重
一

税
す

る
ε
同
塒

に
、
貧

し
き
者

に
は
可
成

免
税
す

る
の
必

要

が
起

る
、
貧

し

き
者

に
冤
税
す

る

ど
い
は

～
狭
義

の
最
低

生
活
費

は
勿
論

で
あ

る
が
、
麿

義

の
最

低
生
活

費
も
亦

之
を
冤

挽
す

る

こ
ご

N
せ
ね

ば
な
ら

ぬ
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次

に
貧
者

の
爲
め
に
す

る
耐
會
政
策

に
就
て
考

ふ
る
も
、
此
政
策
を
達
す
る
矯
め
に
租
税
を
手
段

ε
し
て
用
ふ

る
ε
せ
ば
貧
者
階
級
の
冤
槍

ε
い
ふ
こ
宅
が
起

っ
て
摩
る
。
即

ち
救
貧
を
少
一
せ
ん
が
爲
め
に
、
狭
義
の
最
低
生

活
費

に
税
せ
な

い
こ
ご
に
な
り
、
下
級
肚
會

の
文
化
的
生
活
標
準
を
高
め
ん
が
爲
め
に
廣
義

の
最
低
生
活
費
に
視

せ
な
い
こ
ε
に
な

っ
て
凍
る
澤
で
あ
る
。

邑
、
.例
外

ε
し
て
最
低
生
活
費
を
課
枕
す

る
場
合

之
を
租
税
の
李
等
原
則
よ
り
観

る
も
、
之
を
砒
會
政
策
よ
り
蜆

る
も
、
最
低
生
活
費
は
之
を
冤
税
せ
ね
ば
な
ら

兎
。
慮
で
此
断
案
は
如
何
な

る
場
合
に
於
て
も
之
を
動

か
す
こ
ε
が
出
来

囎
か
ε
い
ふ
に
、
さ
う
で
な
い
。
戦
時

其
他
國
家
危
急
の
秋
に
際

し
て
は
、
之
に
例
外
を
設
け
て
差
支
な

い
。
蓋
し
此

の
如
き
場
合
に
於
て
は
国
家
の
運

命

が
賭
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
人
は
其
幸
輻
を
犠
牲
に
し
て
僻
す

べ
き
で
な

い
、
從

っ
て
其
丈
化
生
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活
標
準

を
下
げ
て
も
荷
奉

公

の
義
務

を
霊

さ
ね
ば
な

ら

隠
。
國
家
も

亦
半
時

の
文
化
政
策

に
矛
盾
す

る
こ
ε
が
あ
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む

　

り

つ
て
も
国
庫
の
要
求
を
充
陀
す

の
策
を
探
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
此
の
如
き
場
合
に
於
て
廣
義
の
最
低
生
活
費
に
課
税

す

る
は
敢
て
妨
げ
な

い
。
而
し
て
此
課
税
は
全
然
論
理
に
含
は
粛
ε
は
云

へ
阻
、
何

ε
な
れ
ば
、
廣
義
の
最
低
生

活
費
を
辨
じ
得
る
所
得
を
.有
す
る
限
り
、
真
庭

に
挽
源
が
伏
在
し
て
居
る
の
み
な
ら
す
之
を
有
す

る
人
よ
り
見
れ

ば
相
野
的
に
こ
そ
澹
挽
力
を
有
せ
な

い
け
れ
ざ
も
、
絶
対
的
に
い
へ
ば
、
多
少

の
捲
視
力
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る

り

　

む

　

　

　

　

つ

む

む

む

む

む

む

更
に
進

ん
で
此
の
如

き
場
合
に
狭
義
の
最
低
生
活
費

じ
税
し
得
る
か
ご
い
ふ
に
、
國
家
は
其
国
家

の
生
存
の
爲
め

に
個
人
の
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
ξ
を
僻
せ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
狭
義
の
最
低
生
活
費

に
も
挽
し
得
る
こ
い
ふ

こ
ε
が
出
來
る
。
併
し
乍
ら
そ
は
国
家
が
非
常
な
る
危
機
に
臨
み
た
る
場
合
に
許
さ
れ
る
こ
巴
で
あ
る
、
此
狭
義

の
最
低
生
活
費
に
祝
す
る
は
財
政
上
最
後
の
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
素
よ
り
廣
義
の
最
低
生
活
費
を
枕
し
た

る
後

一
歩
を
進

め
る
場
合
た
る
ε
は
論
ず

る
迄
も
無

い
。

之
を
要
す
る
に
例
外

の
場
合

に
於
て
は
、
余
も
亦
最
低
生
活
費
に
課
税
す

る
こ
ε
を
是
認
す
る
、
而
し
て
其
最

低
生
活
費
に
課
税
す

る
に
當

っ
て
も
挾
義

の
最
低
生
活
費
ε
廣
義

の
最
低
生
活
費
ε
を
匠
別
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
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以
上
論
ず

る
所

に
依

つ
で
之
を
観

る
に
最
低
生
活
費
は
原
則
ε
し
て
免
税
す

べ
き
で
あ
る
、
只

一
朝
事
あ
る
場

合

に
於
て
例
外
ε
し
て
廣
義
の
最
低
生
活
費
即
ち
文
化
的
生
活
必
要
　賀
に
課
祝
す
る
は
差
支
な
い
、
挾
義
の
最
低

生
活
費
即
ち
生
理
的
生
活
必
要
費

に
至

っ
て
は
、
総
て
の
財
政
手
段
を
墨
し
た
る
後
荷
已
む
を
得
ざ
る
場
合
に
於

て
極
、て
稀
な
る
例
外

`
し
て
之
に
課
税
.す

る
こ
ご
を
許
す

べ
き
で
め
ゐ
。


